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一
、
本
書
は
、
前
田
侯
爵
家
蔵
藤
原
定
家
自
筆
土
佐
日
記
を
底
本
と
し
?
人
見
卜
幽
が
土
佐
日
記

附
註
に
よ
れ
る
本
節
ち
藤
原
爲
相
筆
と
稱
せ
ら
る
』
本
の
本
文
を
も
つ
て
校
合
し
、
そ
の
異
黜

を
脚
部
に
注
記
せ
り
。

一
、
校
訂
に
あ
た
り
て
は
、
明
か
に
定
家
の
誤
寫
と
思
は
る
」
も
の
の
外
、
み
だ
り
に
私
意
を
加

　
へ
て
改
む
る
こ
と
を
せ
す
。
出
来
得
る
か
ぎ
り
、
原
本
を
忠
實
に
う
つ
さ
む
こ
と
に
努
め
た
り
。

但
し
假
名
遣
は
こ
れ
を
統

一
し
、
句
點
を
施
し
、
假
名
に
は
多
く
漢
字
を
あ
て
、

一
般
調
書

の

便
を
計
り
た
り
。
し
か
れ
ど
も
、
漢
字
を
あ
っ
る
際
に
は
、
原
本

の
假
名
を
右
傍
に
と
ど
め
て
、

　
そ
の
面
目
を
示
し
た
り
。

一
、
別
に
附
録
と
し
て
、
藤
原
惺
窩
が
貴
名
を
あ
て
て
校
訂
せ
し
と
い
ふ
妙
壽
院
本
の
本
文
を
加
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へ
た
り
。
妙
壽
院
本
は
、
已
に
季
吟
の

「
抄
」
に
引
か
れ
た
れ
ど
、
全
本
未
だ
學
界
に
紹
介
せ

ら
れ
す
、
今
校
訂
者
所
蔵
の
古
寫
本
に
よ
り
て
、
そ
の
全
文
を
示
し
得
た
る
は
,
私
か
に
欣
び

と
す
る
所
な
り
。
但
し
、
家
職
の
本
は
巻
頭

一
葉
を
缺
く
を
も
っ
て
、
こ
の
部
分
は
、
刈
谷
国

書
館
藏
、
村
上
忠
順
舊
藏
の
本
を
も
つ
て
補

へ
り
。

一
、
本
書
の
校
訂
に
あ
た
り
て
は
、
畏
友
松
田
武
夫
、
大
津
有

一
両
氏

の
助
力
を
得
た
り
。
こ
Σ

に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。

　

昭
和
玉
年
ご
月
+
一
口

　

　

　

　

　

　

　

校

訂

者

識

■
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一

名

稱

　
(

　

土
佐
日
記
の

「
土
佐
」
の
字
は

「
土
左
」
と
も
嘗

て
ら
れ
る
。
前
田
侯
爵
家
所
藏
の
定
家
自
筆
本

が
さ
う
な
っ
て
み
る
。
も
と
蓮
華
王
院
の
寳
藏
で
あ
っ
た
と
云
ふ
本
は
、
卷
子
本
で
、
外
題
に

「
土

左
日
記
」
と
あ
っ
た
ら
し
い
。
叉
別
に
貫
之
が
記
と
も
よ
ば
れ
る
。
土
左
日
記
と
は
、
土
佐
の
國
か

ら
、
京
に
歸
り
の
ぼ
る
ま
で
の
路
次
の
記
と
い
ふ
意
味
で
あ
ら
う
。

　
ラ

　
ニ
　
作

者

　
(

　
紀
貫
之
の
作
で
あ
る
と
云
は
れ
て
る
る
が
、
恐
ら
く
さ
う
で
あ
ら
う
。

天
暦
五
年
の
撰
に
か
軋
る

後
撰
集
に
は
、
明
か
に
貫
之
の
名
を
あ
げ
、
歌
と
共
に
詞
書
さ

へ
こ
の
日
記
か
ら
取
っ
た
か
の
如
く

見
え
て
み
る
。
叉
前
田
家
藏
の
惠
慶
集
中
に
は

「
つ
ら
ゆ
き
が
と
さ
の
日
記
を
ゑ
に
か
け
る
を
、
い



6日 佐 土

つ
と
せ
す
で
し
け
る
家
の
あ
れ
た
る
心
を
L
と
あ
る
。
貫
之
が
女
性
に
假

託
し
て
書
い
た
も
の
と
す

る
論
は
、
相
當
古
く
か
ら
存
在
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
今
は
こ
れ
を
否
定
す
る
確
か
な
證
據
が
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
し
ば
ら
く
古
論
に
從
ふ
。

ラ
　
三
　
成
立
年
代

　
く

　
紀
貫
之
家
集
に

「
延
長
八
年
土
佐
の
國
に
下
り
て
Y
承
平
五
年
京
に
の
ぼ
り
て
、
左
の
お
と
ど
の

し
ら
川
に
お
は
し
ま
す
御
と
も
に
云
々
」
と
あ
る
。
こ
の
承
準
五
年
と
は
、
着
京
の
年
で
あ
っ
て
、

土
佐
園
田
發

の
年
で
は
な
い
。
定
家
自
筆
本
の
奥
に

「紀
氏
、
延
長
八
年
任
土
左
守
、
在
園
載
五
年

六
年
之
由
、
承
.干
四
甲
午
五
乙
末
年
事
歟
云
々
」
と
あ
る
。
清
輔
の
袋
草
紙
に
も

「
延
喜
八
年
正
月

任
土
佐
守
、
帥
赴
任
、
承
平
五
年
上
洛
之
時
云
々
」
と
あ
る
。
但
し
、
こ
こ
に
延
喜
と
あ
る
は
誤
り

で
あ
る
。
こ
れ
等
に
よ
っ
て
考

へ
る
と
、
貫
之
が
承
平
四
年
十
二
月
二
十

一
日
、
土
佐
國
を
舟
出
し
、

翌
五
年
二
月
十
六
日
、
京
に
着
く
ま
で
の
闇
の
事
を
書
い
た
の
が
土
佐
日
記
で
あ
る
。
日
記
中
に
、

「
五
と
せ
六
と
せ
の
う
ち
に
、
千
と
せ
や
す
ぎ
に
け
ん
」
と
い
ふ
の
は
、
赴
任
よ
り
歸
京
ま
で
、
前



　

後

六
年

で

あ

る
か

ら

で
あ

る
。
按

ふ

に
、

こ

の
日
記

は
、

族

の

つ
れ
づ

れ
、
舟

中

に
.て
筆
,を
執

っ
た

心
覺
え
を
・
鯑
京
後
重

に
推
敲
修
補
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
、
も
し
華

王
院
竇
藏
の
紀

香

華
本
と
い
ふ
も
の
が
棄

し
て
誤
り
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
せ
ば
、
定
家
の
記
し
た
る
が
ご
と

　

く
・
高
三

&

寸
三
分
・
廣
三

尺
七
寸
一
芬

の
料
紙
廿
六
枚
を
つ
ぎ
合
は
せ
た
卷
子
歪

濾讐

解
　
さ
れ
・
何
人
か
,
さ
る
や
ん
ご
と
な
き
人
の
も
と
に
お
く
ら
れ
た
も
の
か
。

　
　

勸

諸

本

　
　

けく

　
　

前
田
家
藏
の
定
家
自
筆
本
は
・
土
佐
日
記
の
最
も
古
い
寫
本
の

一
で
あ
る
。
渚b
の
本
は
六
年
末
胡
,

説

蝶
裝
の
古
雅
な
料
紙
に
、

一
面
九
行
或
は
+
行
に
書
か
れ
て
み
て
、
奥
に
、
　

　

-

　
　
　

文
暦
二
年
桑

五
月
+
三
日
石
塁

病
中
護

智

不
慮
之
外
見
紀
皆

葉

饕

王
院
寳
蒙

　
　
　

料
誓

紙
蠣

壷

丞

寸
三
分
許
墮

尺
七
才
二
分
語
紙
也
、
共

枚
、
無
軸
、
表
紙
替

　
　
　

紙

袤

嬲

齬

不
有
外
題
、
王
春

覗
貝豪

共
書
様
和
歌
非
別
行
定
行
に
芝

、
聊
磊

7
　
　
　
学
哥
下
魚
闢
字
面
善
後
詞
、
不
堪
感
興
自
書
寫
之
昨
今
ニ
ケ
日
経
功
、
桑
門
明
靜
。

ゴ
囁
P

、　!　
　懸

・
・
,
;

"
　
一
中厂
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と
あ
り
、
か
つ
貫
之
の
眞
蹟
を
人
に
知
ら
し
め
む
が
た
め
に
、
末
尾
數
行
を
、
原
本
に
つ
い
て
臨

暮
し
、
見
本
と
し
て
巻
末
に
示
し
て
、

　
　
爲
令
知
其
手
跡
之
體
如
形
寫
留
之
謀
計
之
輩
以
他
手
蹟
多
稱
真
筆
可
謂
奇
怪
。

　
と
云
ひ
、
紀
氏
の
略
譜
を
か
か
げ
、
更
に
、

　
　
今
年
乙
未
歴
三
百

一
年
紙
不
朽
損
真
字
叉
鮮
明
也
、
不
讀
得
所

々
多
只
任
本
書
也
。

　
と
云
っ
て
み
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
原
本
は
相
當
完
全
に
保
存
せ
ら
れ

て
る
た
こ
と
が
分
り
、
文

字
は
難
解
で
、
定
家
の
博
墨
を
も
つ
て
さ
へ
も
、
な
ぽ
か
つ
讀
み
得
な
い
箇
所
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ

と
が
分
る
。
こ
の
文
字
の
難
解
と
い
ふ
こ
と
は
、
古
體
の
草
仮
名
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、

と
れ
に
よ
っ
て
定
家
も
た
び
ノ
＼
誤
寫
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぼ
こ
の
定
家

の
書
籍

の
誤
り
に
つ
い
て

は
、
橘
純

一
氏
が
、
「
定
家
本
土
佐
日
記
の
研
究
」
と
い
ふ
好
論
文
に
於
て
、

一
々
指
摘
考
證
さ
れ
た

か
ら
、
参
考
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
定
家
自
筆
本
の
本
文
は
、
流
布
諸
本
の
源
流
を
な
し
た
。
先
づ
、
北
村
季
吟
の

「
土
左
日
記
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抄
」
の
本
・文
は
内
こ
の
本
に
よ
り
、
岸
本
由
豆
流
の
「
土
左
日
記
考
證
」
に
も
、
富
士
谷
御
冖杖
の
「
上

佐
日
記
燈
」
に
も
、
こ
の
本
文
が
重
要
な
も
の
と
し
て
参
考
せ
ら
れ
て
る
る
。
定
家
自
筆
本
は
、
寛

永
の
頃
已
に
加
賀
家
の
薩
摩
に
を
さ
め
ら
れ
て
、
容
易
に
門
外
に
出
な
か
っ
た
の
に
か
か
は
ら
す
、

こ
の
本
を
最
も
忠
實
に
摸
し
た
轉
寫
本
は
、
徳
川
中
葉
以
後
可
な
り
多
く
傳

へ
ら
れ
て
る
る
。
・現
存

せ
る
本
に
て
、
管
見
に
入
り
た
る
は
.
天
龍
寺
所
藏
本
、
高
野
辰
之
博
士
所
蔵
本
、
京
都
市
園
大
學

所
藏
本
、
大
津
有

一
氏
所
藏
本
、
こ
の
稿
筆
者
所
蔵
本
等
で
あ
る
。　
「考
證
」
及
び

「
燈
」
に
引
用

せ
る
定
家
本
に
し
て
、
字
句
の
相
違
あ
る
は
、
轉
寫
の
際

の
誤
寫
に
基
く
で
あ
ら
う
。
定
家
自
筆
本

は
、
今
回
育
徳
財
團
に
よ
っ
て
複
製
頒
布
せ
ら
れ
た
か
ら
、
何
人
に
も
容
易
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
出

来
る
や
う
に
な
っ
た
o

　
次
に
、
定
家
自
筆
本
に
對
し
て
、
最
も
親
密
に
し
て
か
つ
重
要
な
る
異
本
の
地
位
に
立
つ
も
の
に
、

亜
槐
本
が
あ
る
。
亜
根
本
に
は
二
つ
の
系
統
が
あ
っ
て
、　
一
は
群
書
類
從
所
牧
本
で
あ
り
、
二
は
妙

壽
院
本
又
は
片
假
名
本
で
あ
る
。
先
づ
類
従
本
は
、
奥
に
、



工0節`
Lu 日 　 佐 　 土.

　
　
本
云
、
土
佐
日
記
以
貫
之
自
筆
本
麟

講

讒

離

膿

鶏

合
依
、頭
人
數
寄
深
切
塰

芝

、

　
　
古
代
假
名
獪
科
野
末
愚
臨
寫
為
魯
魚
哉
。
後
見
輩
察
之
而
已
。
明
應
壬
子
仲
秋
候
。
亜
槐
藤
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
}・マ

　
　
判
Q

　
と
あ
る
。
右
の
奥
書
に
は
誤
字
も
相
當
あ
る
が
、
と
も
か
く
、
故
將
軍
御
物
と
い
ふ
貫
之
自
筆
本

に
よ
っ
て
書
寫
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
同
じ
く
貫
之
自
筆
本
に
よ
っ
た
と

い
ふ
前
記
定
家
木
に
比
す
れ
ば
、
粗
當
に
誤
差
が
存
す
る
。
こ
の
類
従
本
系
統
の
本
は
、
わ
り
に
稀

れ
で
類
本
が
少
い
。
寛
永
二
+
年
刊
本
、
萬
治
三
年
刊
本
の
外
、
高
野
辰
之
博
士
所
蔵
の

一
本
、
こ

の
稿
筆
者
所
蔵
の

一
本
等
は
、
共
に
こ
の
系
統
の
本
で
あ
る
が
、
多
少
の
出
入
が
あ
る
。

　
次
に
妙
壽
院
本
は
、
類
従
本
と
ほ
と
ん
ど
同
様
の
奥
書
を
も
つ
て
み
て
、
等
し
く
亜
秘
本
の
系
統

の
も
の
で
あ
る
。
妙
壽
院
本
と
は
、
北
村
季
吟
の

「
土
左
日
記
抄
」
に

「
妙
壽
院
眞
名
を
く
は

へ
給

ひ
し
本
侍
云
々
」
と
云
っ
て
み
る
本
の
こ
と
で
あ
る
。
妙
壽
院
と
は
、
藤
原
惺
窩
の
法
名
で
あ
る
ζ

と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
　
「
抄
」
に
は
、
妙
壽
院
本
と
し
て
、
そ
の
奥
書
を
引
き
、
本
文
申
に
も
、
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定
家
本
と
異
る
所
に
、
そ
の
本
文
を
抄
記
し
て
み
る
。
こ
の
妙
壽
院
本
は
、
傳
本
が
き
は
め
て
稀
れ

で
、
今
日
ま
で
、
「抄
」
に
引
抄
せ
ら
れ
て
る
る
本
文
と
、
「燈
」
と

「
考
證
」
と
に
引
か
れ
て
み
る
本

文
の
外
は
、
全
本
が
ま
だ
學
界
に
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、

こ
の
妙
壽
院
本
と
い
ふ
も
の

は
、
「燈
」
に
、
片
假
名
書
古
寫
本
と
い
ふ
も
の
を
あ
げ

「
こ
の
本
季
吟
翕
が
淀
本
に
妙
壽
院
本
と
あ

る
に
そ
の
奥
書
同
じ
け
れ
ば
同
本
な
る
べ
し

(中
略
)
寛
永
五
巳
辰
神
無
月
十
五
日
武
蔵
國
江
戸
国

安
に
お
い
て
書
之
と
あ
り
」
と
云
っ
て
み
る
の
と
同
本
な
の
で
あ
る
。
現
在
せ
る
妙
議
院
本
中
、
管

見
に
入
り
た
る
は
、
刈
谷
同
書
館
所
藏
村
上
忠
順
舊
藏
の
本
、
康
島
市
淺
野
圖
書
館
所
蔵
の
本
の
二

本
で
あ
る
。
又
宮
内
省
圖
書
寮
に
藏
せ
ら
る
」
筈
の
一
本
も
こ
の
系
統
か
。
こ
れ
等
に
は
、
「
抄
」
に

引
き
た
る
妙
壽
院
本
の
奥
書
と
何
様
の
奥
書
を
有
し
、
本
文
は
、
眞
名
を
多
く
あ
て
た
る
片
假
名
を

も
つ
て
記
さ
れ
て
み
る
。
し
か
る
に
、
こ
れ
等
の
二
本
に
は
、
妙
壽
院
の
手
澤
本
の
系
統
た
る
こ
と

を
證
明
す
べ
き
材
料
は
な
い
が
、
こ
の
稿
筆
者
所
蔵
の
古
寫
本
は
、
奥
に

　
　
右
妙
壽
防
具
自
筆
本

一
字
不
違
朱
句
切
假
名

一
字
不
達
書
寫
畢
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と
明
記
し
て
あ
っ
て
、
妙
議
院
の
原
本
か
、
或
は
そ
れ
に
近
い
本
を
、
最
も
忠
實
に
摸
寫
し
た
あ

と
が
歴
然
と
し
て
み
る
。
書
寫

の
年
代
も
、
前
記
二
書
に
比
し
て
、
は
る
か
に
古
く
、
誤
脱
も
ま
た

甚
だ
少
い
。
本
文
は
、
片
恨
名
で
書
き
、
多
く
漢
字
を
あ
て
て
み
る
が
、
漢
字
の
あ
て
方
は
、
前
述

の
二
本
と
多
少
相
違
し
、
本
文
も
異
る
所
が
あ
る
。
こ
の
本
文
の
相
違
は
、
前
記
二
書
が
片
假
名
か

ら
誤
っ
た
こ
と
が
た
し
か
で
、
從
っ
て
妙
壽
院
本
と
し
て
成
立
し
た
る
後

の
傳
寫
の
誤
り
で
あ
る
。

　
妙
壽
院
本
は
、
眞
名
を
あ
ま
り
に
多
く
あ
て
す
ぎ
、
穩
當
を
敏
く
や
う
な
附
會
も
少
く
な
い
。
本

文
も
ま
た
類
従
本
以
上
に
正
し
い
と
は
云

へ
な
い
。
し
か
る
に
、
そ
れ
に
も
か
か
は
ら
す
、
こ
の
本

の
發
見
は
、
土
佐
日
記
研
究
上
重
大
た
結
果
を
も
た
ら
す
。
そ
の
わ
け
は
、
妙
壽
院
本
が
、
類
従
本

と
同
様
に
、
亜
秘
本

の
一
異
本
で
あ
っ
て
、
両
者
相
協
け
て
、
原
本
た
る
亜
槐
本
の
眞
面
目
を
う
か

が
ふ
ご
乏
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
り

　
か
く
、
亜
槐
本
の
正
體
が
漸
次
明
か
に
さ
れ
て
来
る
と
、
こ
の
本
と
定
家
自
筆
本
と
の
關
係
が
興

味
深
い
も
の
と
な
っ
て
来
る
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
亜
槐
本
も
、
定
家
自
筆
本
も
、
同
様
に
貫
之
自
筆
本
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か
ら
寫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
元
来
こ
の
二
つ
の
本
は
、
貫
之
自
筆
本
か
ら
書
寫
さ
れ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
嚴
密
に
去

く、ば
本
文
に
異
同
の
な
い
筈
で
あ
る
。
し
か
る
に
實
際
は
同

一
系
統

の
本
で
あ
る
か
否
か
疑
は
し
い
位
異
同
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
二
者
の
云
ふ
所
の
貫
之
自
筆
本
と
い
ふ

も
の
が
同
じ
本
で
あ
っ
た
か
否
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
定
家
の
見
た
本
が
、
果
し
て
貫
之
の
自
筆
本
で
あ
っ
た
か
否
か
は
分
ら
な
い
が
、
彼
が
巻
末
に
摸

寫
し
た
部
分
を
見
る
と
、
拙
劣
な
臨
蟇
な
が
ら
、
貫
之
時
代
の
風
格
を
し
の
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。、
定

家
の
見
た
貫
之
自
筆
本
は
、
先
づ
疑
ひ
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
信
じ
た

い
。
假
り
に
然
ら
す
と
す
る

も
、
貫
之
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
蓮
華
王
院
本
は
、
紀
氏
自
筆
で
あ
っ
た
か

否
か
は
不
明
で
あ
る
と
し
て
も
、
少
く
と
も
、
定
家
の
時
代
に
さ
う
い
ふ
博
論
が
あ
り
、
定
家
が
そ

れ
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
定
家

の
時
代
に
、
紀
氏
の
筆
蹟
を
摸
し
、
又
は
僞
筆
を
以
っ
て
眞
蹟
と
詐

稱
す
る
輩
も
あ
っ
た
か
ら
、
蓮
華
王
院
本
以
外
に
、
貫
之
自
筆
と
稱
す
る
土
佐
日
記
が
別
に
存
し
た

か
も
知
れ
な
い
。
亜
槐
本
は
、
さ
う
い
ふ
本
を
寫
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
將
軍
家
に
祕
藏
さ
れ
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た
本
で
あ
る
と
云
ふ
か
ら
、
よ
ほ
ど
根
據

の
あ
る
本
で
あ
っ
た
と
想
像
し
た
い
。
橘
純

一
氏
は
、
こ

の
二
本
の
誤
差
の
點
に
つ
き
、
定
家
が
貫
之
の
筆
蹟
を
臨
摸
じ
た
部
分
の
草
根
名
百
十
五
字
を
五
十

書
圖
に
配
當
し
、
蓮
華
王
院
本
の
書
風
の
特
質
を
究
め
、
定
家
の
書
寫

の
誤
り
を
指
摘
し
、
亜
槐
本

と
定
家
本
と
は
、
等
し
く
蓮
華
王
院
本
か
ら
寫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。

一
體
紀
氏
自

筆
本
と
稱
す
る
も
の
は
、
可
な
り
難
解
な
古
い
假
名
が
用
ゐ
ら
れ
て
る
て
、
定
家
さ
へ
も
讀
み
得
す

し
て
誤
寫
し
、
亜
槐
藤
原
な
る
人
も

「
古
代
假
名
獪
科
蚪
来
意
臨
寫
有
魯
魚
哉
云
々
」
と
云
っ
た
位

で
あ
る
か
ら
、
相
方
が
書
き
誤
り
、
寫
し
違

へ
て
、
今
日
の
や
う
な
本
が
生
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ

ら
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
明
應
の
頃
ま
で
は
、
そ
の
原
本
た
る
蓮
華
王
院
本
が
存
し
て
み
た
の
で
あ

る
。
あ
あ
、
こ
の
本
、
今
果
し
て
い
っ
こ
に
在
る
か
。

　
土
佐
日
記
現
存
諸
本
中
、
第
三
に
注
意
す
べ
き
は
、
藤
原
爲
家
自
筆
本

と
、
岡
麓
相
自
筆
本
と
の

系
統
の
本
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
な
、
定
家
本
の
系
統
の
も
の
で
は
な
い
。
相
當
本
文
が
異
っ
て
み
る
。

御
杖
は

「燈
し
に
於
て
、
爲
相
卿
手
講
本
と
い
へ
る
條
に

「
そ
の
御
す
ゑ

に
し
て
北
本
ま
た
そ
れ
と
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異
る
所
あ
る
は
異
本
を
え
た
ま
ひ
て
寫
し
給

へ
り
し
に
や
」
と
云
っ
て
み
る
。
爲
家
本
の
本
文
は
由

豆
流
の

「考
證
」
に
引
か
れ
て
み
る
が
、
こ
れ
は
由
豆
流
が

「
爲
家
郷

の
本
は
、
お
ほ
か
た
は
附
注

に
同
じ
。
さ
れ
ど
い
さ
さ
か
た
が
へ
る
所
見
ゆ
る
を
ば
、
み
な
も
ら
さ
す
か
た

へ
に
あ
げ
つ
し
と
云

っ
て
み
る
や
う
に
、
入
見
卜
幽
の

「
土
佐
日
記
附
注
」

の
本
文
と
大
同
小
異
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し

い
。

『
附
注
」
の
本
文
と
い
ふ
の
は
、
同
書
の
凡
例
に

「
其
間
傳
寫
者
推
参
、
故
諸
本
字
翼
突
、
余

適
々
見
藤
爲
相
卿
手
筆
・之
本
、
以
北
爲
據
」
と
あ
っ
て
自
薦
相
筆
才
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
但
し
由

豆
流
の
本
文
校
合
は
決
し
て
嚴
密
な
も
の
で
は
な
く
、
可
な
り
い
い
加
減
の
も
の
で
あ
る
。
校
訂
者

所
藏
の

一
本
は

「
這
本
篇
相
卿
眞
蹟
也
云
々
」
と
あ
り
、
か
つ
寛
永
丁
丑
の
烏
丸
光
廣
の
奥
書
あ
る

本
で
あ
る
が
、
こ
の
本
文
は
、
奥
書
に
よ
れ
ば
、
爲
相
本
の
系
統
と
思
は
れ
る
が
、
實
際
は
「
考
證
」

に
引
き
た
る
爲
家
本
に
類
似
し
て
み
る
。
こ
れ
等
の
二
系
統
の
本
の
原
本
は
、
果
し
て
爲
家
、
爲
相

二
郷
の
眞
筆

で
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
古
筆
家
の
常
と
し
て
、
二
條
流
の
筆
意
あ
る
も
の

を
ば
、
悉
く
爲
家
、
爲
氏
、
爲
相
に
帰
す
る
事
情
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
本
も
、
も
と
は
同

一
の
本
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で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
が
、
蓮
華
王
院
本
の
系
統
に
對
し
て
は
、
全
く
別
系
統
の
異
本
で
あ
る
。

今
こ
れ
等
の
諸
本
を
表
示
す
れ
ば
、

　
貫
之
尋
稿
本
?

…
　

…
　

…

　
　
　
　
　
匹
　
　
　
　

　
　

i

一

L

一
蓮
華

王
院
本

丁

　
豆

槌

杢

廻
網
劃

[
「
砂
書
院
主

擁
壁

⊥

群
書
類
御
漏
」

　
の
如
く
で
あ
る
。
右
諸
本
中
、
爲
相
本
は

「附
注
」
に
よ
っ
て

一
般
に
知
ら
れ
て
み
る
わ
け
で
あ

る
が
、
實
際
は
、
「
附
注
」
そ
の
も
の
が
稀
本
で
あ
る
た
め
に
、
容
易
に
見

る
こ
と
の
出
來
な
い
も
の

で
あ
る
。
妙
壽
院
本
は
前
述

の
如
く
未
だ
何
人
も
そ
の
全
本
を
示
じ
た
學
者
は
な
い
。
定
家
本
は
、

か
つ
て
高
知
高
等
學
校
で
活
字
に
う

つ
し
て
刊
行
し
、
育
徳
財
團
か
ら
は
、
玻
璃
版
に
よ
っ
て
複
製

さ
れ
た
。
右
三
本
は
、
土
佐
日
記
研
究
上
最
も
貴
重
な
る
傳
本
で
あ
る
が
故
に
、
本
文
庫
に
は
、
定
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家

本
、

妙

壽

院
本

の
本
文

を

か

か
げ
、

定

家
本

(
前

田
家
藏
本
)
と
爲

相

本

(
附
注
水

.
靜
嘉
堂
文
庫
本
)

と

の
嚴

密

な

る

比
較

を
試

み
、

以

っ

て
學

の
研
究

に
資

す

る

こ

と
と

し

た
。

劫

内

容

　

く

　

土
佐

日
記

は

、
承

事

四
年

十
二

月

二

十

一
日

、
土

佐

國

を
舟

出

じ
、

海

路

の
辛

苦

を

な

め
、

翌

五

年

二

月

十
六

日
京

に
か

へ
り
着

く
ま

で

の
事

を
書

い
て
あ

る
。
由

豆
流

は

、
「
こ

の
日
記

の

は
じ

め

に
、

を

と

こ
も

す

な

る

日
記

と

い
ふ
も

の
を

、
女

も

し

て
見

ん
と

て
す

る
な
り

と
あ

る

よ
り

し

て
、

こ
と

を
う

ら
う

へ
に

い
ぴ

て
、

こ

と

ば

の
あ

や
を

な

せ
る
を

も

て
、
も

は

ら
興

と
し

て
は

か

』
れ

ぬ
し

と

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

む

て
、

作
者

の
藝

術
的

技

巧

を

い
た
く

ほ

め

て
み

る
。
御

杖

は

、
貫

之

が
女

性

に
假

託

し

た

る

理
由

を

、

土

佐

に
任

ぜ
ら

れ

た

る
を

深

く

恥
ぢ

、

不
滿

の
情

を
洩

ら

し

た

る

に
あ

り

と
な

し
、

秋

成

は

「
こ

の

ぬ

し

が
此

日
記

か

け

る
起

本

は
京

師

よ

り
携

へ
ゆ

き
し

嬰
児

の
任

国

に

て
死
去

せ
し

を

こ

た

び

ふ
り

捨

か

へ
る

を

い
た

く

か
な

し

む

よ
り

也

」
と

て
、
本

書

執
筆

の
動

機

を

の

べ
、
更

に
、

か

く
妻

子

の

事

を

悲

し

む
が
如

き

は
、
丈

夫

た

る
も

の
の
あ

る

ま

じ
き

行
爲

と
な

し
、

特

に
女
子

に
假

託

し

た

の
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"u

で

あ

る
と

云

っ
て

み

る
。
御

杖

は

秋
成

の
詮

を
難

じ

て
、

種

々
辯

じ

て
み

る

が
、

要

す

る

に
女

性

へ

の
假

託

と

い

ふ
事

は
さ

し

て
深

い
理
由

は

な

く

、
戯

れ

て
な

さ
れ

た
も

の
と

見

て
よ

か

ら
う

。

由

豆

流

が

「
家

々

の
記

録

と

い

へ
る
も

の
は
、

み

な

男

の
し

る
す

わ
ざ

に
し

て
、

し

か
も
漢

字
も

て
し

る

せ

れ

ば
、
女

の
わ
ざ

な

ら
す

。

さ

れ

ば
33

も

す
な

る

日
記

と

い

ふ
も

の
を

、
女

も

し

て
見

ん

と

て
、

と

は

こ
と

わ

れ

る
な

り
。

そ
を

い
ま
假

名

も

て
し

る

せ
る

は
め

㌧
し

き

わ
ざ

な

れ

ば
、

わ

ざ

と
女

の

か
け

る

さ
ま

に

い

ひ
な

し

て
か

㌧
れ

つ
る

に

こ
そ
」

と

云

っ
た

の
が

穩
當

で
あ

ら
う

。

し

か
し
価

こ

の
日
記

著
述

の
動

機

は

、
族

の
苦

し

み

と
、
珍

ら

し

さ
、

亡
兄

を

思

ふ
悲

し

み
、

京

に
か

へ
る
う

れ

し

さ

と

い
ふ

や
う

な
情

趣

が
圭

に
な

り

、

そ

の
情

趣

を
包

む
軽

い

ユ
ー

モ
ア
が
從

と
な

っ

て
み

る

や

う

に
思

は

れ

る
。
悲

し

み

に

ひ
た

る

の

で
は

な

く

て
、
悲

し

み

を
味

は

ふ
と

い

っ
た

心
持

で
あ

る
。

そ

こ

に
、

悠

々
と

し

て
逍

ら

ざ

る

世
界

が

あ

る
。

一
論

に
、

唐

の
李

嬲

の
來
南

録

な

ど

を
51

て
書

い

た

も

の

で
は
な

い
か

と
云

は

れ

る

が
、

必

ず

し
も

さ
う

で
は

あ
る

ま

い
。

幻

歴
史

的

地
位

(
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土
佐
日
記
は
、
假
名
文
を
も
つ
て
書
か
れ
た
日
記
の
最
初

の
も
の
で
あ
る
。
新
國
事
た
る
蝦
名
を

　

も

っ
て
表
現
さ
れ
た
文
章
が
、
漢
文
的
表
現
に
對
し
て
、
如
何
に
適
切
確
實
で
あ
る
か
が
、
こ
の
日

　

記
に
よ
っ
て
證
據
立
て
ら
れ
た
。
「伊
勢
物
語
が
、
も
と
歌
の
詞
書
を
主

に
し
た
や
う
な
も
の
で
あ
っ

　
　
て
、
次
第
に
物
語
的
形
式
を
具

へ
た
も
の
に
ち
が
び
な
い
と
は
、
交
體
論
を
考

へ
る
場
合

に
、
い
つ

解
　
で
も
氣

の
つ
く
所
で
あ
る
。
新
国
字
は
、
も
と
和
歌
に
の
み
用
ゐ
ら
れ
、
次
い
で
そ
の
詞
書
に
及
び
、

　

次
第
に
そ
の
用
法
が
圓
熟
し
た
後
に
、
散
文
と
し
て
日
記
丈
、
物
語
文
に
及
ん
で
き
た
も
の
と
思
は

　
　
れ
る
。
伊
勢
物
語
は
、
そ
の
詞
書
が
物
語
形
式
に
展
開
し
て
行
く
過
程
を
示
す
も
の
と
し
て
、
深
い

説
　
興
味
が
あ
る
。
土
佐
日
記
は
、
新
国
字
に
よ
る
自
由
な
散
文
的
表
現
が
、
可
な
り
圓
熟
し
て
来
た
時

　

代
の
作
品
で
あ
っ
て
、
こ
の
、次
の
時
代
に
、
女
流
作
家
に
よ
る
假
名
文
學
の
全
盛
を
導
き
出
す
先
駆

　
　
と
な
っ
た
。
こ
の
日
記
の
文
墨
と
し
て
の
特
質
は
、
第
二

に
漢
文
學
の
影
響

の
非
常

に
多
い
こ
と
で

　
　
あ
る
。
こ
れ
は
、
時
代
そ
の
も
の
が
、
ま
だ
新
国
字
の
使
驅
に
自
由
で
な
か
っ
た
向
き
も
あ
る
が
、

「

衂
　
圭
と
し
て
作
者
そ
の
入
が
、
漢
學
に
素
養

の
深
い
學
究
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ら
う
。
こ
の
傾
向
は
.

・　　　
ド　●　　囁、



叫

20日'佐.土記

悪
い
方
に
は
観
照
の
態
度
を
概
念
的
な
も
の
に
曇
ら
せ
、
表
現
の
上
に
類
型
的
な
濁
り
を
著
し
く
さ

せ
た
が
、
良

い
方
に
は
、
文
章
を
簡
潔
な
ら
し
め
、
含
蓄
を
深
か
ら
し
め
た
。
こ
の
日
記
の
文
章
は
、

他
の
女
流
の
日
記
に
比
し
て
、
個
性
に
徹
し
た
深
刻
味

に
は
劣
る
が
、
修
辭
上
の
技
巧
と
、
敍
述
の

　
　
　
　
　
　
　

り

論
理
的
で
あ
る
・こ
と
で
は
群
を
抜
い
て
み
る
。
そ
こ
に
、
紀
貫
之
の
學
音
叉
は
文
章
家
と
し
て
の
人

格
が
反
映
し
て
み
る
。

　
土
佐
日
記
は
、
文
學
上
の
作
品
と
し
て
重
要
な
る
の
み
な
ら
す
、
常
時

の
交
通
、
海
賊
,
民
間
行

事
、
民
謡
等
、
土
俗
叉
は
風
俗
に
關
す
る
資
料
で
も
あ
り
、
叉
、
假
名
文
發
生
時
代
の
散
文
の

一
例

と
し
て
、
當
時
の
交
法
、
語
法
等
に
も
、
他
に
類
書
が
少
い
だ
け
に
貴
重
な
る
参
考
書

で
あ
る
。

匂

研

究

　
(

　
こ
の
日
記
の
研
究
は
、
元
和
寛
永
の
頃
か
ら
盛

に
な

っ
た
や
う
で
あ
る
。
由
豆
流
が
、
諸
抄
論

の

條
で
あ
げ
た

「
土
佐
日
記
聞
書
」
は
、
そ
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
小
野

山
隱
士
槃
柴
と
云

へ
る
人

の

「
土
佐
日
詑
見
聞
抄
」
は
、
年
月
が
な
い
か
ら
、
成
立
の
時
は
不
明
で
あ
る
。
人
見
卜
幽
の

「
土

職
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佐
日
記
附
注
」
は
、
萬
治
四
年
の
蹟
が
あ
る
か
ら
、
北
村
季
吟
の

「
土
左

日
記
抄
」
と
同
年

に
成
っ

た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
し
て
,
「抄
」
は

「附
注
」
の
影
響
を
い
く
ら
か
受
け
て
み
る
や
う
に
本

居
宣
長
は
云
っ
て
み
る
が
、
由
豆
流
は
、
兩
書
に
3一
用
せ
ら
れ
た
和
漢
の
古
書
の
相
通
ず
ざ
る
點
を

指
摘
し
て
、
そ
の
然
ら
ざ
る
由
を
辯
じ
、
新
玉
出
島
紳
就
所
藏

の
季
吟
自
筆
・の
日
記
に
は
、
寛
文
元

年
十
月
十

一
日
の
條
に
、
「
附
注
し
こ
そ
、
む
し
ろ

「抄
」
の
影
響
を
受
け

て
み
る
と
云
っ
て
み
る
し

寛
永
四
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
土
佐
日
記
首
書
は
、
ほ
と
ん
ど

「抄
」
の
ま
』
の
も
の
で
あ
る
。
藤

原
宇
万
伎
は
、
契
沖
と
貫
淵
と
の
論
を
あ
は
せ
記
し
た

「
土
佐
日
記
註
し
を
書
い
た
。
叉
別
に
眞
淵

の
詭
を
記
し
た
本
に
上
田
秋
成
が
序
文
を
加

へ
、
自
ら
の
論
を
あ
は
せ

た
の
も
あ

る
。
叉
眞
淵
の

論
は
、
楫
取
無
産

に
よ
っ
て
、
別
に
書
き
記
さ
れ
、h
土
佐
日
記
打
聞
」
と
な
っ
た
。
　
「註
」
と

「打

聞
」
と
に
、
論
の
相
違
あ
る
に
つ
い
て
、
由
豆
流
は

「
魚
彦
が
し
る
せ
る
は
縣
居
翕
の
は
や
く
の
論
・

宇
万
伎
が
し
る
せ
る
は
、
後

の
詮
な
る
べ
し
」
と
云
っ
て
み
る
。
次
に
岸
本
由
豆
流
は

「
土
左
日
記

考
證
」
を
あ
ら
は
し
て
、
諸
抄
を
取
捨
…選
探
し
、
綿
密
な
考
證
を
試
み
、
富
士
谷
御
杖
は
、
「
土
佐
日

・
笛

瀾　　
..
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龍
燈
L
を
著
し
、
特
殊
の
言
語
量
的
見
地
か
ら
、
詳
細
至
ら
ざ
る
な
き
大
研
究
を
大
成
し
た
。
叉
香

川
景
樹
は
、
「
創
見
土
佐
日
記
」
を
著
し
て
、
精
密
な
る
考
論
を
試
み
た
。
右
の

「
考
證
」
「燈
」
「
創

見
」
は
、
土
佐
日
記
研
究
史
上
特
筆
す

べ
き
大
研
究
で
あ
る
。
次
に
橘
守
部
は
、
「
舟

の
直
路
」
、
腹

持
雅
澄
は

「
土
佐
日
記
地
理
辨
」
を
も
の
し
、
佐
佐
木
弘
綱
は

「
土
佐
日
記
俚
言
解
」
を
著
し
て
、

啓
蒙
σ
た
め
に
つ
く
す
所
が
あ
っ
た
。
明
治
以
後
の
研
究
は
、
た
い
て
い
如
上
の
も
の
か
ら
,一
歩
も

出
な
い
が
、
最
近
橘
純

一
氏
の
發
表
せ
ら
れ
た

「
定
家
本
土
佐
日
記
の
研
究
」
と
稱
す
る
論
文
は
、

古
人
の
及
ば
ざ
る
本
文
校
訂
的
研
究
に

一
歩
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。
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に
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か
ら
う
た
　
　
こ
ゑ
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
と
う
た
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
も
づ
ど

に
物

か

づ

け

た

り

。

唐

詩

、

聲

あ

げ

て

い

び

け

り

。

和

歌

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

る

じ

も

客

人

も

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(七
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
　
　
　
　
　
　
　
ぬ　ま
と
う
た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
ら
う
た

こ

と

人

も

い

ぴ

あ

へ
り

け

り

。

唐

詩

は

こ

れ

に

え
書

か

す

。

和

歌

、

あ

る

じ

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(八
)

か
み
　
　よ
セ

守

の
詠

め
り

け

る
。

　
　
鶴
器
で
で
鵬
に
あ
は
む
棄

し
も
の
を

　

　

　

　

　

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
　
　
か

ひ
　
　
　
　
　
わ
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

来

し

甲

斐

も

な

く

別

れ

ぬ

る

か

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
へ
　
　
さ
き
　
　
か
み
　
　よ

と

な

ん

あ

り

け

れ

ば

、

歸

る
前

の
守

の

詠

め

り

け

る

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(九
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

軸

ぞ
ナ
シ

ニ

な
!
れ

三

た
b
・一
・臺
層

凶

と

か
く
一
う
と

か
戯
す

五

て
ナ
シ

六

し
ナ
シ

七

こ
ゑ
一
こ
ゑ
に

八

え
　
は

光

り
け

ナ
シ
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我

に
似

べ
き

は
誰

な

ら

な

く

に

　

こ
と
人

々
の
も

あ

り

け
れ

ど

、
等さ
か

し

き

も
な

か

る
べ
し

。

と

か

く

い

ひ

て
・

灘
の
融
、
鍍
の
も
、
難

に
奪

、
論

あ
る
じ
も
・
蕨

も
・
手
と
鳧

　

　

　

ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

し

て

、

酔

ひ

ご

と

に

、

心

よ

げ

な

る

こ

と

し

て
肝

で

に

け

り

Q

二
+
七
日
.
雌
潔
一

瞥

を
さ
し
て
夢

釁

.
か
誘

う
遷

京

に
蠡

れ
㌃

し
饕

・
乏

に
て
響

う
せ
に
し
か
ば
べ
こ
の
野

い
で
た

ち
い
・て
ぎ
を
見
れ
ど
、
繋

も
誠

、
京

へ
鰍
る
に
、
箋

の
び
読

み
ぞ

淤
し
纂

ふ
る
。
あ
る
秀

も
垂

へ
す
・
こ
の
墜

あ
る
浮

響
き
て
婁

鷲

撫 し
ザリものへ　
　
　
　ねり　
　
　か　ほ

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

白

妙

の
浪

路

を

遠

く

行

き

か

ひ

て

　

　

　

　

　

　

　

わ
れ
　

に
　
　
　
　

だ
れ

鴫

守
～
字
亳

二

合
の
あ
る
じ
婚

前
一
さ
逢
の
竜
今

三

す

一
あ

山
ノ、

び
5

み

:五四

き す
1{
き れ
こす

と
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み
や
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
し

　

　

都

へ
と

思

ふ

も

も

の

の
悲

き

は

　

　

　

　

　

　

　

(
一)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

歸

ら

ぬ

人

の

あ

れ

ば

な

り
・け

勢

　

　

　

あ
る

　

叉

、

或

時

に

は

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

　

　

あ

る

も

の

と

溜

れ

つ

レ

獪

σ

き

人

を

　

　

　

　

　

　

♂

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
　
　
　
　
か
な
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

づ

ら

と

問

ふ

ぞ

悲

か

り

け

る

　

　

　

　

　

あ
ひ
だ
　
　
　か
　
ご
　
　
　さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

と

い

ひ

け

る
聞

に

、
鹿

兒

の
崎

と

い

ふ

と

こ

ろ

に

、

守

の

は

ら

か

ら

、

又

こ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(二
)

　

　

　

　

　

　

さ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　き
　
　
　
　
い
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

が
た

人

、

こ

れ

か

れ

酒

な

に

ど

も

て

追

ぴ
來

て

、

磯

に

お

り

る

(誕
、

別

れ

難

き

こ

と

・

　

　

　

　

か
み
　
　た
ち
　
　
　
　
　
　
な
か
　
　
　
　
　
　
　き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
エ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
い

を

い

ふ

。

守

の
館

の

人

々

の
中

に

、

こ

の

来

た

る

人

々
ぞ

、

心

あ

る

や

う

に

云

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(四
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(五
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

わ
か
　
　
が
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
く
ち
あ
み
　
　も
ろ
も

は

れ

ほ

・の

め

く

。

か

く

別

れ

難

く

い

ひ

て

、

か

の

人

々

の
、

口

細

も

諸

持

ち

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(六
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(七
)

　

　

　

　

う
み
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

て
、

こ

の

海

邊

に

て
、

に

な

ひ

い

だ

せ

る

歌

、

一

も
一
に

二

に
一
に

い
拠
る

に
三

て
ノ
弐

二
酒

の

み
ゑ
ひ
て
ト
ア
リ

凹

き
弛
一
く

五

に

一
に
は

六

て
　

つ
丶

七

菊
原
本
は
、
ナ

レ
リ

、　
　
　

"广
广
.　
广



28群コ
齢し護 }・1　 佐 　 　土

　

　

を

　

　

惜

し

と

思

ふ

人

や

と

ま

る

と

あ

し

が

も

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

ち

む

れ

て

こ

そ

わ

れ

は

來

に
け

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゐ
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
よ

と

い

ひ

て

あ

り

け

れ

ば

、

い

と

い

た

く

賞

で

て

、

行

く

人

の

詠

め

り

け

る

9

　

　

さ
を
　
　
　
　
　
ン
こ
　
　
　

し

　

　

棹

さ

せ

ど

底

ひ

も

知

ら

ぬ

わ

だ

っ
み

の
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
,

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ
か
　
　
　
　
　
き
み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

深

き

心

を

君

に
見

る

か

な

　

　

　

あ
び
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
お
の
れ
　
さ
け

と

い

ふ

問

に

、

か

ち

と

り

物

の

あ

は

れ

も

知

ら

で
、

冒

し

酒

を

く

ら

ひ

つ

れ

ば

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ一
}

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
ほ
み

　
ふ

　

さ
わ

の

は

や

く

い
な

む

と

て

、
「
潮

瀬

ち

ぬ

、

風

も

吹

き

ぬ

べ

し

」
ど

騒

げ

ば

、

舟

に

乘

　

　

(二
)

　

　

　

　

　

　

　

　

書

　

　

　

　
ひ
と

ゼ

　

　

　

　

　

　

　巨

し

↑
皇一

り

な

ん

と

す

。

こ

の

折

に
、

あ

る

人

々
折

ふ

し

に

つ
け

て

、

が

嘱

の

う

た

ど

も

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(三
)

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
に
し
ぐ
に

　

　

　
か

ひ

う
た

時

に
似

つ
か

は

し

き

い

ふ

。

叉

、

あ

る
人

、

西

園

な

れ

ど

甲

斐

歌

な

ど

い

ふ

。

　

　

　

　

　

　

　

(四
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(五
)

　

　

　

　

　

　

　

ヨ
な
や

か
な
　

ち
ゆ
　
　
　ユ
ら
　
　
　く
り

か

く

う

た

ふ

に

、

船

屋

形

の
塵

も

、

塞

ゆ

く

雲

も

た

だ

よ

ひ

ぬ

と

そ

い

ふ

な

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(「、一ノ》

鴫

つ
一

け

二

く
ナ
シ

三

の
ナ
シ

四

き
一
き

忍

笠

に
し
く
に
-一
に

し
の
く
に

六

竜

一
竜
亡
'り

煢

6
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29

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

を　
　
　　
　　
　
夢　
　
　　
.、喰

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　もげポ
　
　ゑ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

きだ
　
　
　
な
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

舞

裸

に
溝
る
・
穩

の
纛

∴
橢
な
の
蕣

、
こ
と
人
々
懃
暴

た
り
。

一,不
合

Q
嘩

よ
藩

爵

で
て
・
議

ぎ

ふ
。
こ
の
墜

、
は
雲

の
霧

ぞ

罠

の
千
犠
藩

毒

惣

も
も
泰

て
癒

知

れ
㌃

.
耕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

く
一

餾
餐

き

　

　

　

　

　

　

瀬
,、粲

二
+
春

・
譲

鬟

れ
り
・
簿

ふ
註

へ
て
・
露

点

総

懸

擁
繋

雛
辮罷
嚥
驚

」留
巍

灘

鮮
撚

懇

篤
べ

し
も
馨

・
義

饗

を
の
み
曇

.麟

駕

を
、
懿

も
し
思

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

!
'

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癒
7

-
、-
鮎

へ
き

ん
フ
㌧

,)

　
　
　
　
　
・
　

　

　

争

を

主

教

广　　　
　　　　、　　　　　　、「=
}ニ　ト}　
　「　、、̀
歪「
「　」馬
ら「、
言、匸
」ド炉内广、.F1　
广　、「　　一　「　寺、ノ　
　寧　　.　　广　
广　　　　广　广　.」　　　
、　
二き
區广广　　　、　匹　　　Pミ　　　、　　
}　　」广、　、　̀

」̀.、「　「　
「内「r「　　し　　　　　　　　.　
广　　
　̀　广　广　
广　「　
、㍗　臣ち死
中亀乙(「;r　」こごP場屮ぐ「'.「　石　馬、、覇
、　
广　　　广々

評「　躡　　厂广ゴ　
ニ　r　　　　　　7　　　
　.　、「　　　　3　;　
　　　　广

綴

一

く
…

尊

争

・伊南

蜜

輩

鷲
・零
・

　

こ

け

-
弛

　

ゴ
一　
津ウ
ー
.く

　

灣

竜

ナ
シ

　

玉

楼
…
さ

　

武

勇

ナ
シ

　

・匕

人
々
一

こ
の
す

　

"

　

　

ふ
人

々

4肇

の



鋪
や
黐
鯵
熱

轢

鋸選
隊

　
　
　
　
　
　
よ

拶

讐

瓣
篤
ぴ
桑

ら
、
い
か
ε

筆

ひ
あ
蕗

・

纛

端
卿シ

　
　
　
　
　
　
　
ニ
ロ
.
獪
軈
馨

濫
磐

。
蒲

、
嬲
、
響

苓

・
　

　

燃
議
鯖

　
　
　
　
　
　
　

三
・
。
臀

所
な
り
・
も
し
風
灘
の
獪
し
ば
し
と
僭
し
む
心
や
あ
ら
ん
・
ひ

九
攣

シ

,

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(九
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

∂

　

　

　

　

　

　

も

と

な

し

○

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ
　

　

　

い
　

た
　

　

　
凌
さ
つら

さ
け
　

　

　

た
妄

つ

記 曰 佐 土

　

四

日

。

風

吹

け

ば

え

拠

で

立

た

す

。

昌

運

、

酒

、

よ

き

物

奉

れ

り

。

こ

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(
一〇
)

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ　

か
う
や
錠

鞭

て
來
ろ
入

に
、
獪
し
盞

麿

で
、
い
さ
み

わ
ざ
せ
耋

暢
も
な
し
。
贓
堅

し
き
や
う
な
れ
ど
ま

く
る
慰

す
Q

吾

。
風
蛋

霧

ば
・
篠

薪

に
あ
り
・
ん
轟

集

と
ぶ
ら
ひ
に
く
.

　

　

　

　

き
の
ふ

　

　

　

　

　

　

　

ご
と

　

六

日

。

昨

日

の
如

し

。

鴨一」　鴨一・亀　_r聾

すは に
1口せ え

の

嫡

○

て
i
い
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七
日
に
兮

ぬ
・
墜

馨

曹

。
雀

は
あ
を
む
盞

ど
騰
へ
臨

蒙

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

　

　

　

　

　

　

し
ろ

し

。

た

だ

浪

の
白

き

の

み

ぞ

見

ゆ

る

。

か

乂

る

ほ

ど

に

、

人

の

家

の

、

池

と

名

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ニ
　

あ
る
所
吉

・
鱈
ば
な
く
纛

よ
り
は
じ
め
て
、
鴻
の
も
浮

も
、

こ
と
斃

も
・
戀

撫

ひ
纏
け
て
害

せ
た
り
・
欝

ぞ
け
ふ
を
ば
し
ら
芙

る
。
醜

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(四
}

　

　

　

　

　

う
た

あ

り

、

そ

の
歌

、

　

　

　

　

　

(五
)

　

　

　

　

　

　

　

の
　
べ

　

　

あ

さ

ち

ふ

の

野

邊

に
し

あ

れ

ば

水

も

な

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ　
　
　
　
　
　
　　
わ
が
な
　
　
　　
　
　
サ　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　ド　
　
サ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

池

に
摘

み

つ

る
若

菜

な

り

け

り

い

と

も

か

し

こ

し

。

　

　

(六
)　
　
　
(七
)

　

　

　

いけ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
と
こ
　
つ
　
　
　
　
　
く
だ
　
　
　
　す

　

こ

の

池

と

い

ふ

は

、

所

の

名

な

り

。

よ

き

人

の

、

男

に

付

き

て

下

り

て

住

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
なムぴ
つ　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　わ
もりは

け

る

な

り

け

り

。

こ

の
長

櫃

の

物

は

、

み

な

人

々

に

、

童

ま

で

に

く

れ

た

れ

ば

、

　

　

　

　

(八
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(九
)

ほ
ど
i

問

u

な
ど

1

三

ど
ナ
シ

四

た

り
ノ
次

二
わ

か
た
こ
に
い
れ
て

き
し
な
と
L
な
に

つ
け
」残
り
ト
ア
リ

霊

歌
一
歌

は

e

驚
晶

難
易
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解
き
瀞
ち
三

攣

ど
も
は
離

岸

ち
て
濕
を
さ
へ
離

し
て
・
撃

て
つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(通じ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(
一)

べ
し
・
か
く
て
.こ
の
攤

曩

舞
か
り
・
解

わ
り
ご
樺
た
せ
て
菊
た
る
人
、
そ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(∫'=胛)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(四)

　

な
　
　
　
　
　
　
　　　

い
ま
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た
　
　
　
　
　
　
　
　ぷ
も

の
名

な

ど

そ

や

今

思

び

い

で

む

。

こ

の

入

、

歌

よ

ま

む

と

思

ふ

心

あ

り

て

な

り

　

へ五
)

　

　

　

と
　
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
へ　
　
　
　
よ
　
　
　
　
づ
た

け

り

。

兎

角

い

び

ノ

＼

て

、
「
浪

の

た

つ

な

る

こ

と

」
と

、

憂

い

ひ

て

詠

め

る

歌

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。
(六
)

　

　

ゆ
　
　
　さ
き
　
　
た

　

　

行

く

先

に

立

つ
白

波

の
殻
耳
よ

り

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
　
　
　
　わ
わ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

く

れ

て

泣

か

む

我

や

ま

さ

ら

ん

　

　

よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ぷ
ぬ
ご
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　うた
　

と

そ

詠

め

る

。、

い

と

大

盤

な

る

べ

し

。

も

て

来

た

る

物

よ

り

は

、

歌

は

い

か

が

　

(七
)

　

　

　

　

　

　

う
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
ひ
　
　
あ
へ

あ

ら

ん

。

こ

の
歌

を

こ

れ

か

れ

あ

は

れ

が

れ

.ど

も

、

一
人

も

返

し

せ

す

。

し

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(八
)　
　
　
　

(九
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く
　
　
　
　
　
　
よ
　
ふ

べ

き

人

・も

ま

じ

れ

れ

ど

、

こ

れ

を

の

み

い
た

が

り

、

物

を

の

み

食

ひ

て

、

夜

更

　

　

　

　

(
一〇
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
一
一)

　

　

　

　

　

う
た
ぬ
し
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ

け

ぬ

.、

こ

の
歌

主

は

、
「,ま

た

ま

か

ら

す

」
と

い

ぴ

て
立

ち

ぬ

。

あ

る

人

の

子

の

　

　

　

　

　

　

二

三

輔
は
一
に

こ

な
み
　

つ
な
み

腰二
け

ふ
～
ム
7

困

る
人
一
り

玉

名
な
一
人

の

名
な
に

六

と

f
く

七

ぞ

ナ
シ

八

竜
ナ
シ

九

竜

ナ
シ

一
〇

じ
一
U
は

一
唖

h
i
l
り
て

一
二

ぱ
ま
弛

ナ
シ

噛
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馨

る
・
ひ
そ
か
に
い
ふ
・
「
ま
ろ
・
あ

騾
の
遽
し
せ
ん
」
と
い
ふ
・
鬱

て
、

　

　

　

　

　

　

　

と
と
　
　
　
　
　
　
　よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
や
い

「
い

と

を

か

し

き

事

か

な

。

詠

み

て

む

や

は

.

詠

み

つ

べ

く

は

早

云

へ
か

し

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
　
　

.　
　
　
　
　

ま
　
　
　

よ
　
　
　
　
　

も
と

と

い

ふ

。

ま

か

ら

す

と

て
立

ち

ぬ

る

人

を

、

待

ち
.て
詠

ま

ん

と

て

求

め

け
.る

を

、

　

　

(一)

　

も　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
よ

　

もミお

夜

更

け

ぬ

と

に

や

、

や

が

て

い

に

け

り

。
　

「
そ

も

ノ

＼

い

か

が

詠

む

だ

る

」

と

、

　

　

　

　

　

　

(二
)　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(三
)

　

　

　

　

　

　

　

と

わ
ら
は

さ
ナ
が

は

　

し

と

い

ぶ

か

し

が

り

て
問

ふ

。

こ

の

童

、

流

石

に

恥

ぢ

て

い

は

す
。

強

ひ

て
悶

へ
ば

、

　

　

　

う
た

い

へ
る

歌

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
み
だ
か
は

　

　

ゆ

く

人

も

と

ま

る

も

袖

の

涙

川

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

ぎ

は

の

み

こ

そ

濡

れ

ま

さ

り

け

れ

　

　

　

よ

と

な

ん

詠

め

る

ハ.
か

く

は

い

ふ

も

の

か

。

う

つ
く

し

け

れ

ば

に

や

あ

ら

ん

、

い

　

お
も

.　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
怯
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
　
　
　
　
　
　
　
を
ん
な
　
お
き
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

と

思

は

す

な

り

。

童

ご

と

に

て

は

何

か

せ

む

。

女

、

翕

に

を

し

つ

べ
し

。

悪

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(四
)　
　
　
　

(五
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

む や
円
み や
　　め
　　り

ハノ

画 、

8

轟 、

を庸

圏

か
一
・か
は

王

女
翕

に
-
お
鷺

な
凄緯
ん
な
て
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鰹.

　

　

　

　

　

い
　
か

く

も

あ

れ

、

如

何

に
も

あ

れ

、

た

よ

り

あ

ら

ば

や

ら

む

と

て

、

お

か

れ

ぬ

め

り

。

　

　

　

　

　

　

　

　

(
こ

　

　

　

　

　

　

　

こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
よ
ひ
　
　
　
　う
み
　
　
　
　い

　

八

日

。

さ

は

る

事

あ

り

て

、

な

ぼ

同

じ

と

こ

ろ

な

り

。

今

宵

月

は

海

に

ぞ

入

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(
一)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(三
)

　

　

　

　

　

　

　

な
モ
ひ
たり
　
　
き
みノ　
　
　
　
　　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
い

る

。

こ

れ

を

見

て
業

畢

の
君

の

、
「
山

の
端

に

げ

て

入

れ

す

も

あ

ら

な

ん

」

と

い

　

う
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
み
べ
　
　
　
　
　よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ふ
歌

な

ん

お

ぼ

ゆ

る

。
も

し

海

邊

に

て
詠

ま

ま

し

か

ば

、
「
波

だ

ち

さ

へ
て

入

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(圏
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　いま
　
　
　
　
う
た
　
　
　
　
　
　
　い

す

も

あ

ら

な

ん

」

と

も

詠

み

て

ま

し

や

。

今

こ

の

歌

を

思

ひ

出

で

て
、

あ

る

人

　

　

　

　

　

　

　

　

(五
〉

　

よ

の

詠

め

り

け

る

Q

　

　

　

(叫e

　

　

て
　
　
　
　
　
　
　
の　
が
　
　
　
　
　み
　
　
　
　
　あ
ま

　

　

照

る

月

の
滴

る

㌧
見

れ

ば

天

の
河

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い
　
　
　
　
み
み
ど
　
う
み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

出

つ

る

湊

は

海

に

ざ

り

け

る

と

や

◎

(
七
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お
ほ
み
を
と
　
　
　な
　
ぱ
　
　
　と
ま
タ
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
い

　

九

日

の

つ

と

め

て
、

大

湊

よ

り

奈

牛

の

泊

を

逍

は

む

と

て
漕

ぎ

出

で

け

り

◎

　

　

　

(八
)

硝　
嬉
・あ
一
ま

二

り
て

…
れ

は

三

審
∵
-
齊

の

曾』L.亀

ノ 、

り
け
ナ
シ

嬉
ア
シ

て

ブこ

ら

四
r'

L

"

月
い

七

と
や
ナ
シ

八

の
ナ
シ
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く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
　
　
　
　く

こ

れ

か

れ

た

が

ひ

に
、

國

の

さ

か

ひ

の
う

ち

は

と

て
、

見

逡

り

π
来

る

人

あ

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
き
ざ
ね
　
　
　
　
　
す
ゑ
ハ)ら
　
　は
　
せ
　
べ
　
　
　ゆ
き
ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち

た
が
な
か
に
、
藤
原
2

、實
、
橘
の
季
衡
、
長
谷
部
の
行
政
ら
な
ん
、
語
館
よ

　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
く

　

セ
　　　
　　　　
　　　　
　　　
　　　　
　　　
　　　　
　　　
　　　　
　　　　
　　　
　　　　
　　　
　　　　
　　　
　　　　
　　　ひみ

り

出

で

た

う

び

し

日

よ

り

、

こ

乂

か

し

こ

に

遉

ひ

來

る

..

こ

の

人

々

ぞ

心

ざ

し

　

　

　

　

(二
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(三
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ
と
　
　
　
　
ふ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
み

あ

る

人

な

り

け

る

。
'
こ

の

人

々

の

深

き

心

ざ

し

は

、

こ

の

海

に

も

お

と

ら

ざ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(四
)

べ

し

。

　

　

　

　

　

　

い
ま
　
　
　こ
　
　
　は
な
　
　
　
　
　ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く

　

こ

れ

よ

り

.、

今

は

漕

ぎ

離

れ

て

行

く

Q

こ

れ

を

見

逡

ら

ん

と

て

ぞ

、

こ

の

人

　

　

　

お
　
　

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ　
み

ど

も

は
追

ひ
來

け
.る
。

か

く

て
漕

ぎ

ゆ

く
ま

に
く

、

海

の
ほ
と

り

に
と

ま
れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(五
)

　

　

　

と
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き
し

る

人

も

遠

く

な

り

ぬ

。

舟

の

人

も

見

え

ず

な

り

ぬ

。

岸

に

も

い

ふ

こ

と

あ

る

べ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

し

。

舟

に
も

思

ふ

こ

と

あ

れ

ど

甲

斐

な

し

。

か

』
れ

ど

、
、
こ

の

歌

を

ひ

と

り

こ

　

　

　

　

や

と

に

し

て

止

み

ぬ

。

蝋

み
ナ
シ

ニ

う
一
ま

三

ぞ
ナ
シ

四

嬉
一

は

ま 五
　　と
　　ま
　　れ
　　9
　　と
　　と

○

、　・偵
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う
み

　
　

思

ぴ
や

る

心
は
海

を

わ
た

れ

ど
も

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ふ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　

　
　
　

　
　

　
　

.文
し
な

け

れ

ば
知

ら
す

や

あ

る
ら

ん

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　
こ

か
く

て
、

宇

多

の
松
原

を

偉

き
趣

ぐ

・

そ

の
樵

の
襲

い
く

そ

ば
く

・

い
く

弾

麟
へ
た
り
と
督

す
・
も
と
ご
と
に
浪
う
暮

せ
・
校
讐

弊

蘚
募

ふ
・

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

(二
)

お
も

し

ろ
し

と

見

る

に
た

へ
す

し

て
・
癖

人

の
詠

め

る
驪

・

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
ナ
　
　
　つ
る

　
　

見

わ
た

せ

ば
松

の
う
れ

ご
と

に
住

む

鶴

は

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ち
　
よ

　
　

　
　
　

　
　

　
　

千

代

の
ど

ち
と

そ

思

ふ

べ
ら

な

る

　
　

　
　
　

う
た

と

や
。

こ

の
歌

は
、

と

こ
ろ

を
見

る

に
え

ま

さ

ら
す
。

を

あ
る
を
見
?

澣
ぎ
ゆ
議

に
一

、
山
も
海
も
み
集

れ
・
轟

け

て
、
醗
畫

が
し
も
旻

す
し
て
、
錠

)け
の
こ
と
か
ち
吉

の
心
に
箏

つ
・

輔
　
る
ら

;

も
,
け

二

ぞ

一
の

五 四 丶三

て ん に ま
　 ナ
て シ

い

に
!
、

ま
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ぼ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
ん
な
　
　
　
ヨ
な
ぞ
こ
　
　
も　しら
　
　
　
　
　
あ

を

の

こ

も

な

ら

は

ぬ

は

い

と

も

心

細

し

。

ま

し

て

女

は

、
广
舟

底

に

頭

を

つ
き

當

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
も
　
　
　
　
　
　
ぶ
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
な
リブ
た

て

て

、

ね

を

の

み

ぞ

泣

く

。

か

く

思

へ
ば

、

舟

子

か

ち

と

り

は

、

舟

唄

う

た

ひ

　

　

な
に
　
　
　
　お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

て

、
何

と

も

思

へ
ら

す

。

そ

の

う

た

ふ

唄

は

、

　

　

　

　

　

　

　

　

(
一)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(二
)

　

　

ぼ
る
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　わ
か
す
しき

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お
や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

　

　

春

の

野

に

て

そ

ね

を

ば

な

く

、

若

薄

に

て

き

る

ノ

＼

つ

む

だ

る

菓

を

、

親

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(三
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
う
と
め

ち
く

　

　

や

ま

ぼ

る

ら

ん

、
　

姑

や

食

ふ

ら

ん

、

か

へ
ら

や

。

　

　

　

　

(堅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(五
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぜ
に

　

　

よ

む

べ

の
う

な

み

も

が

な

、

錢

こ

は

む

、

そ

ら

ご

と

を

し

て

、

わ

ぎ

の
り

　

　

　

　

　

　

　

(六
)　
　
　
　

(七
)

　

　

　

　

　

　

　

　

ぜ
ニ
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ

　

　

わ

ざ

を

し

て

、

銭

も

も

て
來

す

、

お

の
れ

だ

に
来

す

。

　

　

　

　

　

　

ぶ
な
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
　
　
　
　き
　
　
　
　
　
　
う
み
　
　あ

　

こ

れ

な

ら

す

多

か

れ

ど

書

か

す

。

こ

れ

ら

を

人

の

笑

ふ

を

聞

き

て

、

海

は

荒

　

　

　

　

(八
)

　

　

　

　

　

ウ　
　
　
ナ
こ

る

れ

ど

も

、

心

は

少

し

な

ぎ

ぬ

。

　

　

　

(九
)

　

　

　

　

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ま
　
　
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
と
　
　
　
　
　
　
　
た
さ
め

　

か

く

て
行

き

く

ら

し

て
、

泊

に

到

り

.て

、

お

き

な

人

び

と

り

、

老

女

ぴ

と

り

、

　

　

(
一
〇
V　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(
一
一)

七 六 リ五 四

な な 　 へ ぼ
;!　 原1

薬 る 　 本 込
を 　 　 つ
　 　 　 ト
　 　 　 ア

三=輔

養 は 参
ろ ナ 、　 シ下

手 　　 そ
遺
る

八

鉄
す

一
み
に

九

嬉
ナ
シ

一
〇

て
ナ
シ

一
一
　
ひ
と
り
ナ
シ

ダ

广

广　殖广
、　:

、憂　
　、・
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あ

る

が

な

か

に

、

心

地

廱

し

ぶ

し

て
、

嬲

も

も

の

し

た

は

で

ひ

そ

ま

り

ぬ

。

　

　

(一)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(竺
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(一ξ

　

　

　

　

け

き

　

　

　
か

は

　

と
ま
　
ゴ
と
ま

　

十

日

。

今

甘

は

こ

の

奈

牛

の

泊

に
泊

り

ぬ

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い
　
　
　
　
　
　
　む
う
つ
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ね

　

十

一
日

。

あ

か

つ

き

に

舟

を

出

だ

し

て

室

津

を

逍

ふ

。

入

み

な

ま

だ

寝

た

れ

ば
・
鸛

の
麓

も
見
手

・
た
だ
月
を
見
て
ぞ
・
断
ひ
ん
が
し
を
繰

り
け
る
。

　

　

　

　

　

　や
　

か
き

醫

・
み
な
硫

け
て
藻

ひ
・
傚
の
蘇
ど
も
し
て
載
に
な
り
ぬ
。
儷

　

　

　

　

　

　

　

　

き

わ
か

わ
ら
は

　

　

き

し

は

ね

と

い

ふ

所

に
來

ぬ

.。
若

き

童

、

こ

の
所

の
名

を

聞

き

て

、
「
は

ね

と

い

ふ

　

　

　

と
　
　
　
よ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
さ
な
　
わ
ら
は

所

は

、

鳥

の
、谺

の

や

う

に

や

・あ

る

」

と

い

ふ
。

ま

だ

幼

き

童

の

こ

と

な

れ

ば
～

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

わ
ら
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　

　

わ
ら

人

々
笑

ふ

時

に

、

あ

り

け

る
女

童

な

ん

、

こ

の
歌

を

詠

め

る

。

　

　

　

　

　

　

　

な
　
　
　き
　
　
　
　
　は
　
ね

　

　

ま

こ

と

に

て
名

に

聞

く

所

羽

根

な

ら

ば

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
や
こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

飛

ぶ

が

ご

と

く

に

京

へ
も

が

な

かτr

一

が

ナ
シ

ニ

み

-
ま

一こ

れ
ー
-充

盈

四
日
や

♪つ
-塞
き
藪
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と

そ

い

へ
る
・

鵬

避
妊

壁
・

い
か

で
と

く

京

へ
も
が

な

と

思

ふ
心

あ

れ

ば
、

こ

の
解

し
と
に
は
あ
ら
ね
ど
・
げ
に
と
思
ひ
て
人
々
籍

す
。
こ
の
建

と
い

ふ
所
と
ふ
螺
が
つ
い
で
に
ぞ
・
又
櫞
が
人
を
思
ひ
冊
で
て
、
い
つ
れ
の
時

に
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ご

蘇

る
・
鴛

は
ま
し
て
蕨

の
馨

ら
る
る
悔し
と
は
盛

り
し
時
の
人
の
蝣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(二
)

燈
ら
ね
ば
・
ふ
る
疆
に
・
難

は
た
ら
で
ぞ
蹴
る
べ
ら
な
る
」
と
い
倉

と
を
息

　

　

　

　

　

　

　

(三
)

　

ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　

し

ひ

出

で

て

、

人

の

詠

め

る

。

　
　
世
中

に
思
ぴ
や
れ
ど
も
着

こ
ふ
る

　

　
　

　
　

　
　

　

(四
)

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

お
も
ひ
　
　
　
　
　
お
うひ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

思

に

ま

さ

る
愚

な

き

か

な

と

い

ひ

つ

㌧

な

ん

。

　

　
　

　
　

　
ろ
め
ふ
　
　
　
　
　
　
ふ
む
と
き
　
　
乏
れ
も
ち
　
　ふ
ね
　
　
3
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ら
　
し

づ

、
十
二
日
。
雨
降
ら
す
。
丈
時
、
惟
茂
が
舟
の
遅
れ
た
り
し
、
奈
良
志
津
よ
り

一

の

;
行

二

が
ら
る
る
一
む

三

る

-
る
き

四

や
;
あ

、、　　
嚇　
　、
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む
う
つ
　
　

き

室
津
に
來
ぬ
◎

+
三
日

(認

か
つ
き
に
、
い
ぞ

裟

磨

る
Q
し
ば
し
あ
り
て
霧

ぬ
。

惣

し
れ

か
れ

、

ゆ
あ

み
な

ど

せ

ん
玉
そ

、

あ
た

り

の
よ

ろ
し

き

所

に

お
彑

、
ゆ

　

　

う
み

く

o

海

を

見

や

れ

ば

、

　

　

く
も

　

　

雲

も

み

な

浪

と

そ

見

ゆ

る

あ

ま

も

が

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つフ
み
　　　
　と
　　
　　
　　
　し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

つ

れ

か

海

と
問

ひ

て

知

る

べ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(四
)

　

　

　

やフぱた
よ
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　レを
つ
い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サノ

と

な

ん

歌

詠

め

る

。

さ

て
十

日

あ

ま

り

な

れ

ば

、

月

お

も

し

ろ

し

。

舟

に
「乘

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ
　
　

姆
め
し
到

り
・
愛

は
,緯
.確

・
よ
き
籍

す
Q
そ
れ
鍮

の
弛

お
ち

ザ、
絃

毎
)て
、
な
に
の
あ
し
か
げ
に
こ
と
づ
け
て
、
ほ
や
の
つ
ま
の
い
す
し
、

す

し

あ

は

び
を

ぞ

、

心

に
も

あ

ら

ぬ

は
ぎ

に
あ
げ

て
見

せ
け

る
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

(八
)

唱

の
ナ
シ

ニ

に
ナ
シ

一こ
女

…
㎞男
女

五

り
～
り
て

出

口

ひ

i
.ぷ.

八

に

{
に
嬉

七六

ひ と
}

み ～さ



　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
み
ふ
　
　
　
　
　
　
　お
な
　
　
　
　
　
　と
ま
　
　
　
　
　
　ぶた
ジコ　み
ぜ
ち
ゑ

　

　

　

十

四

日

。

あ

か

つ

き

よ

り

雨

降

れ

ば

、

同

じ

所

に

泊

れ

り

。

舟

君

飾

忌

す

。

　

ホ
　
　さ
づ
じ
　も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
ぼ
　
　
　
　
　
　の
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き
の
ふ
　
っ
　
　
　
　
　
　
　
　た
ひ
　
　
　
ぜ
に

　

　

精

進

物

な

け

れ

ば

、

午

時

よ

り

後

に

、

か

ち

と

り

昨

日

釣

り

た

り

し

鯛

r
、

錢

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(
一)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(二
㌧

　

　

　

　

　

　

　

よ
ね

　

　

な

け

れ

ば

、

米

を

と

り

か

け

て

お

ち

ら

れ

ぬ

。

か

㌧

る

こ

と

な

ほ

あ

り

ぬ

。

か

　

　

　

　

　

　

た
ひ
　
　
　
　き
　
　
　
　
　
　
よ
ね
　
　さ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゐ

　

　

ぢ

と

り

又

鯛

も

て
來
・た

り

。

米

、

酒

な

ど

く

る

。

か

ち

と

り

け

し

き

悪

し

か

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(三
)

土　

　

す

。

佐　

　

　

　

　

　

　

け

ふ
　
　
　
　
が
ゆ
に
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
あ

日
　

　

十

五

口

。

今

B

あ

づ

き

粥

蒸

す

。

く

ち

を

し

く

、

な

ぼ

日

の

悪

し

け

れ

ば

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

っ

か

　
へ

い
た
づ
ら

ふ

記　

　

ゐ
ざ

る

ぼ
ど

に
ぞ
、

け

ふ
二

十

日

あ
ま

り
經

ぬ

る
。

徒

に
日

を
経

れ

ば
、

入

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
(こ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

め

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
わ
ら
は

　

　

λ
海

を

な

が
め

つ

㌧
ぞ
あ

る
。
女

の
童

の
い

へ
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

(五
〉

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

ふ

　

　

　

　

た

て
ば

た

つ
み
れ

ば

又

み

る
吹

く
風

と

　

　
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
み

41
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
浪

と

は
思

ふ
ど

ち

に
や

あ

る
ら

ん

●

りま
自
りま
の の

三

な
と
…
し
は
し

は
四

ふ
-
お
.く

五

ぞ
ナ
シ
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か

ひ
　
　
　
　
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　

い

ふ
甲
斐

な
き

者

の
、

い

へ
る

に
鉢

似

つ
か

は

し
。

+
育

・
風
響

霧

ば
・
な
ぼ
隲
じ
所
に
濡
れ
り
Q
た
だ
覊
に
婆

く
し

　

　
　

　
　

　

嘱

さ
さ
　
　

　

　

　
　
わ
為
　

　

　

　

　
　

　
お
も
　

　
　
な
み

て
、

い

つ
し

か
御

崎

と

い
ふ
と

こ
ろ
渡

ら
ん

と
の

み
な

ん

思

ふ
。

風

浪

と
翆

に

や
　
　

　
　

　
　
　

　
　
あ
る
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

う
た

止

む

べ
く

も

あ

ら
す

。

我

人

の
、

こ

の
浪

た

つ
を

見

て
よ

め

る
歌

。

　

　

霜

だ

に
も

お
か

ぬ
方

ぞ
と

い
ふ

な
れ

ど

　

　
　

　
　

　
　

　
　

な
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゆ
き
　
　
ふ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

浪

の
な

か

に
は

雪

ぞ
降

り

け

る

三
毒

に
解
り
し
日
よ
り
斧

ま
で
に
∴

一が

あ
ま
り
蕃

髪

老

け

り

o

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
く
よ

、
十

七

口

。

く

も

れ

る

雲

な

く

て

、

あ
.か

っ

き

月

夜

い

と

も

お

も

し

ろ

け

れ

ば

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(三
)

　

　

い
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ひ
だ
　
　
　ぐ
も
　
　
う
へ　
　
　
　づ
み
　
　そ
こ
　
　
お
な
　
　
ご
と

舟

を

出

だ

し

て
漕

ぎ

行

く

。一
こ

の
聞

に
、

雲

の
上

も

、

海

の

底

も

同

じ

如

く

に

　

　

　

　

　

　

(四
)

一
　
は

一
は
い
と

=

に
…
る

一二

く

一

く
「な
り

四

こ

-
す
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あ
ひ
だ

ふ

間

雨
降

り

ぬ

。

い

と

わ
び

し
。

(
一
V

　

　

　

　

　

　

　

おな
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
み
あ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ぼ
づ
　
と
ほ

　

十

八

日

。

な

ほ

同

じ

所

に

あ

り

。

海

荒

け

れ

ば

舟

出

だ

さ

す

。

こ

の
泊

、

遠

　

み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
か
　
　
　み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　く
る

く

見

れ

ど

も

、

近

く

見

れ

ど

も

い

と

お

も

し

ろ

し

。

か

」

れ

ど

も

苦

し

け

れ

ば

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(鴨')

な
に
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
と
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ら
う
た

何

事

も

お

も

ほ

え

す

。

男

ど

ち

は

、

心

や

り

に

や

あ

ら

ん

、

唐

詩

な

ど

い

ふ

べ

　

　

　

　

(三
)

　

　

　

　

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
る
　
　
　
　よ

し

。

舟

も

出

だ

さ

で

、

い

た

づ

ら

な

れ

ば

、

或

人

の

詠

め

る

。

　

　

し
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
そ

　

　

磯

ぶ

り

の

よ

す

る

磯

に

は
年

月

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(四
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ
き
　
　
　
　
　
ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

っ

と

も

わ

か

ぬ
雪

の
み

ぞ

降

る

　

　

　

う
た
　
　
　つね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レム

　

こ

の
歌

は

一宮

に

せ

ぬ

人

の

こ

と

な

り

。

又

、

人

の
詠

め

る
o

　

　

　

　

　

　

(五
V

　

　

　

　

　

　

　

　

い
そ
　
　
　
　
う
ぐ
ひ
す

　

　

風

に

よ

る
浪

の

磯

に

は

鶯

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

春

も

え

し

ら

ぬ

花

の

み

ぞ

嘆

く

噺
聞

…
問
に

嬉
ナ
シ

一竰血

τこ

し

　`　1

な

7

四

を
…
嬉

竃

に
ナ
シ
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き

あ

翫

ど
も

を
、

す

こ
し

よ

ろ
し

と
聞

き

て
、

舟

の
藷

メ
}
し
け

る

蓼

な

、

　

　

　

く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

罰
ご
ろ
苦
し
き
心
や
り
(巻

め
る
。
　

　

　

・

　
　
芽

浪
を
雪
か
花
か
と
吹
く
謬

　

　

　
　

　
　

　
　

　

よ

　

　

　
　

　
　

　
　

　

寄

せ

つ

玉
入

を

は

か

る

べ
ら

な

る

こ
の
艦
ど
も
を
犬

の
な
に
か
と
い
書

、
艶

壁

璽

て
諱
め
鈔
。
そ

の
艦
・
詠
め
る
撃

・
婁

搴

あ
書

募

宰
犬

み
蔓

あ
ら
で
罫

や

う
な
り
軈

欝

と
雛

心し
毛

染

.
藷

べ
ど
も
え
ま
ね
ば
す
.
響
け

一

え
よ
峻

鞭
か
る
べ
し
.
径

だ
に
設

)い
奏

し
。
ま
し
て
驪̂
)

に

は

い

か

な

ら

ん

o

　

　

　

　

つ
ニ
　

+
九
日
・
驫

し
け
れ
ば
、
舟
貯
だ
享

。

凶

冷
.一

さ
ほ

二

月
乙
ろ

、-
月

ぴ
こ
ろ
の

"ご
に
一

に
と
て

四

ぞ
一
に

五

人

-
入

の
叉

六

け
ナ
シ

七

り
一

る

八

ゑ
一
え
ま

九

す
一
あ

一
〇

く

…
う

コ

後
戸
丁

そ
の

の
ち

一
二

な
!

か
あ
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き
の
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
げ
　
　
　
る
る

　

二

十

日

。

昨

日

の

や

う

な

れ

ば

舟

出

だ

さ

す

。

み

な

人

々

う

れ

へ
、歎

く

。

苦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

る

ヘ

　

マみりチ

ほげ

レゆ

い
ノもか

は

っ

か

み

し

く

心

も

と

な

け

れ

ば

、

た

だ

日

の

經

ぬ

る
數

を

、

今

日

…幾

日

、

二

十

日

、

三

苗

と
鍵
ふ
れ
ば
・
響

そ
妄

は
れ
ぬ
べ
し
・
い
と
わ
び
し
Q

い
も
禦

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

)

は
　
　つ
　
か
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　く

二

十

日

の

月

山

で

に

け
.り

。

山

の
端

も

な

く

て

、

海

の

な

か

よ

り

ぞ

出

で
氷

る

。

　

　

　

　

八二
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
が
し
あ
　
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た

か

や

う

な

る

を

見

て

や

、

昔

安

倍

の

伸

麿

と

い

ひ

け

る

入

は

、

も

ろ

こ

し

に

渡

の

(三
)

　

　

　

が
へ　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　く
に
　
　
む
ま

り

て
、

歸

り

來

け

る

時

に

、

舟

に

乘

る

べ

き

所

に

て
、

か

の

國

人

馬

の

は

な

む

　

　

　

　

　

　

(四
)

け
し
・
蹴
れ
慨
み
三

か
し
こ
の
蹴
繋

り
な
ど
し
け
る
・
磨

か
す
や
あ
り
け

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(五
)　
　
　
　
　

(六
)

　

　

は
　
つ　
か
　
　
　よ
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ん

、

二

十

日

の

夜

の

月

山

つ

る

ま

で

ぞ

あ

り

け

る

。

そ

の

月

は

海

よ

り

ぞ

出

で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に

け

る
。

こ

れ

を

見

て

ぞ

、

仲

麿

の

ぬ

し

、
「
わ

が

國

は

か

乂

る
歌

を

な

ん

、
紳

世

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(七
)　
　
　
　
　
　
(八
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い
　
　
　
か
み
な
か
し
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
　
　
を
し
　
　
　よ
ろ
こ
び

よ

り

「榊

も

よ

む

た

び

、

今

は

上

中

下

の

人

も

、

か

や

う

に
別

れ

惜

み

、

喜

も

あ

　

　

　

」
(九
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
一〇
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(一
一)

輔

い
一
夜

は
い

一
一
月
・毛
衣

の
月

三

か
一
か
う

四

け
1
牝

五

る
!
ん
や

山ハ

や
あ
り
一

お
ほ

え
七

は
一
に

八

卦

ナ
シ

九

よ
む
た

ひ
一
え

い
し
給

ふ

一
〇

か
一
か
う

桶
一
竜

ナ
シ
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噂

　

　

み
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
う
た

り

、

悲

び

も

あ

る

時

に

は

詠

む

」

と

て
、

詠

め

り

け

る
蠍

、

　

　

　

二
)

　

　

あ
を
う
カ
ば
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　が
す
が

　

　

青

海

原

ふ
り

さ

け

見

れ

ば

春

日

な

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み
　
か
さ
　
　や
ま
　
　
い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

笠

の

山

に

出

で

し

月

か

も

　

　

よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
　
　
　
　き
　
　
　し

と

そ

詠

め

り

け

る

。

か

の
國

人

、

聞

き

知

る

ま

じ

う

お

も

ぼ

え

た

れ

ど

も

、

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(二
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(三
)　
　
(四
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
(五
〉

　

　

　

を
と
こ
も
じ
　
　
　さ
俵
　
　か
　
　
　い
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

と

の

、

男

文

字

に
様

を

書

き

出

し

て
、

こ

x

の

こ

と

ば

傳

へ
た

る

人

に

い

ひ

知

　

(六
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き
　
　
　ロん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　め

ら

せ

け

れ

ば

、

心

を

や

聞

き

得

た

り

け

む

、

い

と

思

ひ

の

ほ

か

に

な

ん
賞

で

け

　

　

も
ろ
こし
　
　
　
　
　
　
　
く
に
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
な

る

。

唐

土

と

、

こ

の

國

之

は

こ

と

異

る

も

の

な

れ

ど

、

月

の

影

は

擢

じ

こ

と

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぶ
な

る

ぺ

け

れ

ば

、

人

の

心

も

同

℃

こ

と

に

や

あ

ら

ん

。

　

　

　

い
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
う
　ゐ

　

さ

て
今

、

そ

の

か

み

を

思

ぴ

や

り

て
、

我

人

の
詠

め

る
歌

、
徽

　

　

み
や
こ　
　
　
　
　

は

　

　

觀

に

て

山

の
端

に
見

し

月

な

れ

ど

一

び
一
み

ご

國

國

の

三

う
　
く

四

嬉

ナ
シ

五

竜
ナ
シ

六

の
一

の
ひ
を
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い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

浪

よ

り

出

で

て
浪

に

こ

そ

入

れ

二
十

一
日
Q
卯
の
時
ば
か
り
に
舟
酔
だ
す
。
み
な
人
々
の
驫
貯
づ
。
こ
れ
を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
　
　
　
　
　
　
　
　ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぼ
ろ

見

れ

ば

、

春

の
海

に

秋

の
木

の

葉

し

も

散

れ

る

や

う

に

ぞ

あ

り

け

る

.

朧

げ

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
ゆ

願

に

よ

り

て

に

や

あ

ら

む

、

風

も

吹

か

す

、

よ

き

曰

い

で

き

て
漕

ぎ

行

く

.り

こ

　

あ
ひ
だ
　
つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　く
　
　
わ
ら
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
な
う
た

の

聞

に
使

は

れ

ん

と

て
、.

つ

き

て
来

る

童

あ

り

◎

そ

れ

が

う

た

ふ
舟

唄

、

　

　

　

　

　

　

く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
エ
は
エ
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　

　

な

ほ

こ

そ

國

の

方

は

見

や

ら

る

れ

、

わ

が

父

母

あ

り

と

し

思

へ
ば

、

か

へ

　

　

ら

や

。

　

　

(二
)

と

う

た

ふ

ぞ

あ

は

れ

な

る

。

　

　

　

　

　

　

　

き
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　く
ろ
と
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
は
　
　
う
へ　
　
あ
っ

　

か

く

う

た

ふ

を

聞

き

つ

㌧
漕

ぎ

来

る

に

、

黒

鳥

と

い

ふ

鳥

,

岩

の
上

に
集

ま

　

を
　
　
　
　
　
　
　
　い
は
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ろ
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　く
ろ

り

居

り

。

そ

の

岩

の

も

と

に
浪

白

く

う

ち

寄

す

。
か

ち

と

り

の

い

ふ

や

う

、
「
黒

　

　

　

　

　

　

(三
)

噸

れ
ナ
シ

二

ら
一
ら
し
は

三

暑
f
磐
ほ
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し
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ポ

き

烏

の
も

と

に
白

き

浪

を

よ

す

L

と

そ

い

ふ
。

そ

の

こ

と

ば
何

と

に

は

な

け

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(一)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(二
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(三
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ほ
ど

ど

も

、

物

い

ふ

や

う

に

ぞ

聞

え

た

る

。

人

の

程

に

あ

は

ね

ば

と

が

む

る

な

の

。

　

(四
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(五
)

　

ぢ　
　

　
　
　
　
ゆ
　
　

　
　
ぶ
た
ぎ
み
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
く
に
　
　

　
　
　
　
　

　

か
い

か

く

い

ひ

つ

玉
行

く

に

、

舟

君

な

る

人

、

浪

を

見

て

、

國

よ

り

は

じ

め

て

、

海

ぞ
く
む
く
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ
ろ
　
　
　
　
　
　
　

が
し
ら

賊

返
報

せ
む

と

い
ふ
な

る

こ
と

を
思

ふ
う

へ
に
、

海

の
叉
恐

し

け

れ

ば
、

頭
も

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

(六
)

　

　

し
ら

み
な
白

け

ぬ
。

な

』
そ

ぢ

や

そ

ぢ

は
海

に
あ

る
物

な

り
け

り
。

　

　
　

　

か
み
　
　
　
　
　
　い
そ

　

　

わ

が
髪

の
雪

と
磯

べ

の
白

浪

と

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

お
き
　
　
し
ま
も
ロ

　

　
　

　

　

　
　

　

　

い

つ
れ

ま

さ

れ
り
沖

つ
島

守

　

か

ち

と
り

い

へ
。

　

(七
)　
　
　
　
　
　
(八
)

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

と
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
　と
ま
り
　
お
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
は
る
か

　

二

十

二
日
。

よ
む

べ

の
泊

よ
り
、

こ

と
泊

を

追

ひ

て
行

く
。

遙

に
山
見

ゆ

o

と
し
こ
お
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
は
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ロさ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
は
　
　
　
　
　
こ

年

九

つ
ば

か
り

な

る

を

の
童

、
年

よ
り

は
幼

く

そ
あ

る
。

こ

の
童

、
舟

を
漕

ぐ

五 四 三 こ 一

え 鵡け そ す
悔 ナ ーl
lシ む こす
ゆ 　 　 　る

大

海

-
浪

七

か
…
と

か

八

ヘ
ー

へ
り

拶
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ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た
　
　
　
よ

籌

玉
に
、
山
も
行
く
と
臼謝

る
を
見
て
、
あ
や
し
き
こ
と
歌
を
ぞ
詠
め
る
、
簗

の
晦

　
　

こ

　

・
漕

蜜

て
ゆ

く
舟

に

て
見

れ

ば
あ

し

び

き

の

　
　

　
　

　

　
　

　
　

(三
)

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

ゆ
　
　
　
　
ま
つ　
　
し

　
　

　
　

　

　
　

　
　

山

さ

へ
行

く
を

松

は

知
ら

す

や

と
そ
い
へ
る
。
を
さ
な
き
謬

事
に
て
は
擬

つ
か
は
し
・
け
ふ
海
籀
げ

に
て
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(四
)

い
そ
　
　の
き
　
　
　
　
　
　な
み
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
あ
る
　
　
　
　
よ

磯

に
雪

ふ
り

、
浪

の
花
嘆

け
り

。
求

人

の
詠

め

る
も

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

き
　
　
　
　
い
ろ
み

　
　

浪

と

の

み

ひ
と

つ
一7
轡聞

け

ど
色

見

れ

ば

　
　

　
　

　

　
　

　
　

ゆ
き
　
　
　
め　
　

オいが

　
　

　
　

　

　
　

　
　

雪

と
花

と

に
紛

ひ
け

る
哉

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

バぼ
　

二
+
三
日
。
鳥

り
曇

り
ぬ
Q
こ
の
わ
た
り
邏

の
群

あ
り
と
い
へ
ば
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(六
)

　

ほ
と
け
　
い
の

帥

佛

を

断

る

。

一　
ま
丶
に
ーー
ま
に

く
=

そ
の
歙
ナ

シ

三

て
1
亡

四

に
て
ナ
シ

置

け
一
ぬ

六

の
ナ
シ

も
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き
の
ふ
　
　
　お
な

　

二

十

四

日

。

昨

日

の

同

じ

所

な

り

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

　

　

　

　

　

　

　

　

(
こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き
た
か
ぜ
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
　
　
　
　
　
　
　
　か
い
そ
ピも

　

二

十

五

日

。

か

ち

と

り

ら

の

「
北

風

悪

し

」

と

い

へ
ば

舟

囲

だ

さ
す

。

海

賊

お
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
き
こ

追

ひ
來

と

い

ふ

こ

と

、

絶

え

ず

聞

ゆ

o

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(二
∵

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
い
そ
く
お

　

二

十

六

日

。

ま

こ

と

に

や

あ

ら

ん

、

海

賊

追

ふ

と

い

へ
ば

、

夜

中

ば

か

り

舟

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(三
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ四
)

　

い

　

　
こ

く

み
ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ぬ
さ

を

出

だ

し

て

漕

ぎ

来

る
途

に

、

た

む

け

す

る

所

あ

り

。

か

ち

と

り

し

て
幤

た

い

　

　

　

　

　

　

　

ぬ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
ま
つ

ま

つ

ら

す

る

に

、

幤

の

ひ

ん

が

し

へ
散

れ

ば

、

か

ち

と

り

の

申

し

て

奉

る

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(五
)　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　
((ハ)

　

　

　

　

　

ぬ
さ
　
　ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ね
す
み
や
か
　
　こ

と

は

、
「
こ

の

幤

の
散

る

か

た

に

、

み

舟

速

に
漕

が

し

め

た

ま

へ
」

と

申

し

て

た
て
ま
つ
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　あ
る
　
　
　
　わ
ら
は
　
よ

奉

る

を

聞

き

て
、
或

め

の
童

の
詠

め

る

.

　

　

(七
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(八
)

　

　

わ

だ

っ
み

の
ち

ぶ
り

の
棘

忙
た

む

け

す

る

　

　

　
　

　

　
　

　

　

ぬ
さ
　
　お
ひ
か
ぜ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

ふ

'　

　

　

　

　

　

　

幤

の
追

風

や
ま

す
吹

か

な
ん

一

の
ナ
シ

四 三

り 誌.

i}り
ひ

よ く

り

・き

こ

ゆ

5

い

ふ

五

ん
ナ
シ

六

て
ナ

シ

車

七

る

一
る
こ
れ

八

め

の
ナ
シ

摩
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よ

と

そ

詠

め

る

Q

　

　

　

ほ
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
こ
　
　
　
　
　
ぶ
ね
　
　
ほ

　

こ

の

程

に

風

の

よ

け

れ

ば

、

か

ち

と

り

い

た

く

誇

り

て

、

舟

に

帆

あ

げ

な

ど

　

　

　

(
一
)
　
　
　
　
(
二
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
三
)

よ
ろ
こ
　
　
　
　
　
　
お
と
　
　
き
　
　
　
　
　
　
わ
ら
は
　
お
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
も

喜

ぶ

。

そ

の
音

を

聞

き

て

、

童

も

翕

も

、

い

つ

し

か

と

思

へ
ば

に

や

あ

ら

ん

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(圏
)

　

　

　

よ
ろ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
は
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　づな

い

た

く

喜

ぶ

。

こ

の

な

か

に

、

淡

路

の

た

う

め

と

い

ふ

人

の
詠

め

る
歌

、

　

　

お
ひ
　
　
　

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

　

　

追

風

の

吹

き

ぬ

る

時

は

行

く

舟

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(五
〉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ほ

で
　
　
　
　
　
　
　
　

う
れ
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

帆

手

う

ち

て

こ

そ

嬉

か

り

け

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い
の

と

そ

。

て

い
け

の

こ

と

に

つ

け

て
斬

る

。

　

(六
)

　

　

　

　

(七
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(八
)

　

　

　

　

　

　

　

ふ
　
　
　
　
　
　
あ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　ふ
ね
い

　

二

十

七

日

。

風

吹

き

、

浪

荒

け

れ

ば

、

舟

囲

だ

さ

す

。

こ

れ

か

れ

か

し

こ

く

な
げ
　
　
　
を
と
ヒ
　
　
　
　
お
ら
う
た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
み
や
こ
と
ほ

歎

く

。

男

た

ち

の

唐

詩

に

、
「
日

を

の

ぞ

め

ば

都

遠

し

」

な

ど

い

ふ

な

る

事

の

さ

　

　

　

　

　

　

(九
)

　

　

き
　
　
　
　
　
　あ
る
を
ん
な
　
よ

ま

を

聞

き

て

、

或

女

の

詠

め

る

、
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ψ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
〇
)

囀

ほ
ど
…
蘭

ご

の
ナ

シ

三

あ

一
か

四

と

一
と
し

五

竜
一
の

六

ぞ
ナ
シ

七

い
け
一

そ

八

の
…

へ

九
　
の

ノ
次

一一
心

な

く

さ
め

.聾
ト
・ア

リ

鴫
○

る

-
る

哥
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日
を

だ

に
も

あ
ま

雲

ち

か

く
見

る
物

を

　

　

　

　
　

　

　

　
　

み
や
こ
　
　
　
　
　
　
　み
ち

　

　

　

　
　

　

　

　
　

都

へ
と

思

ふ
途

の
は
る

け

さ

　

　

　
あ
る
　
　
　
　
よ

　

叉

、
或

人

の
詠

め

る
、

　

　

　

　
　

　

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
　
　
　く

　

　

吹

く
風

の
絶

え
ぬ

か
ぎ

り

し

立

ち
来

れ

ば

　

　

　

　
　

　

　

　
　

な
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
る

　

　

　

　
　

　

　

　
　

波

路

は

い
と

ど
透

け
か

り

け

り

　

ひ
　
　
　
　
ひ
　
　
や
　
　
　
　
　
つ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

　

日
ひ

と

日
賦

止

ま

す
。

爪

は

じ

き

し

て
寢

ぬ
。

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

(一)

二
+
八
日
・
夜
も
嘉

ら
雨
も
愛

す
・
射
韓
も
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(
二
)

　

　

　

　

　

　

ぶ
ね
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　こ
　
　
　
　ゆ
　
　
　
　
　
つ
め
　
　
な
が

　

二

十

九

日
。
舟

出

だ

し

て
行

く
。

う

ら

く

と
照

り

て
漕

ぎ

行

く
。

爪

の
長

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(三
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
ぞ
　
　
　
　
　
　
け
　
ふ
　
　
　
ね

く

な

る

を

見

て

、

日

を

數

ふ

れ

ば

、

今

日

は

子

の

日

な

り

け

れ

ば

き

ら

す

。

む

　

(則
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
う
み

月

な

れ

ば

、

京

の

子

の

日

の

こ

と

い

ひ

い

で

て
、

松

も

が

な

と

い

へ
ど

、

海

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(玉
)

輔
　
き

…
き
セ

二

毛
ナ

シ

一一一
の
--
い
と

四

な
…
な

り
に
た

笠

松

-
小
松

-　
【内薯　
揮̀
尸
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か
た
　
　
　
　
　
　
　
　を
んな
　か
　
　
　
　
　い
　
　
　
　
　
　
　づ
た

か

な

れ

ば

難

し

か

し

。

女

の
書

き

て

幽

だ

せ

る

歌

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(
一)

　

　

　

　

　

　

　

け
　
ふ

　

　

お

ぼ

っ
か

な

今

日

は

子

の

日

か

あ

ま

な

ら

ば

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う
み
ま
つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

海

松

を

だ

に

ひ

か

ま

し

も

の

を

　

　

　

　

　

　

う
み
　
　
　
　ね
　
　
　
　
　
う
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
る
　
　
　
　
よ

と

そ

い

へ
る

。

海

に

て

子

の

日

の
歌

に

て

は

い

か

が

あ

ら

ん

。

叉

、

求

人

の

詠

　

　

　

　

　

　

　

　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(二
)

　

　

う
た

め

る
歌

、

　

　

け
　
ふ
　
　
　
　
　
　
わ
伽
な
　
　
　つ　
　
　
　
か
す
が
　
の

　

　

今

口

な

れ

ど

若

菜

も

摘

ま

す

春

日

野

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

わ

が
漕

…ぎ

わ

た

る
浦

に

な

け

れ

ば

　

　

　

　

　

　

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
っ

か

く

い

び

つ

㌧
漕

ぎ

ゆ

く

。
お

も

し

ろ

き

と

こ

ろ

に

舟

を

寄

せ

て
、
鬥、
こ

㌧
や

何

こ
　
　
　
　
　と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
さ
　
　
　
と
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
し
と
さ

處

L

と
問

ひ

け
れ

ば
、

土

佐

の
泊

と

い
ひ
け

り
。

昔

土
佐

と

い
ひ

け

る

と

こ
ろ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

(三
)喚

に
伽

み
け

る
女

、
こ

の
舟

に
ま

じ

れ
り

け
り

Q

そ

が

い

ひ
け

ら
く

、
「
嘗

ば

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(四
)

】

女
　
あ

る
夊

ご

夊
ナ
シ

四

れ
ナ
シ

り
ζ

る
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,
篤

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
う
た

あ

り

し

所

の

な

く

ひ

に

ぞ

あ

な

る

、

あ

は

れ

L

と

云

ひ

て
、

詠

め

る

歌

、
」

　

　

　

　

　

　

(
一)

　

　

　

　

　

　

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　な

　

　

年

ご

ろ

を

住

み

し

所

の
名

に

し

お

へ
ば

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(二
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

來
ま

る
浪

を

も

あ

は

れ

.と

そ

見

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(三
)

と

そ

い

へ
る

。
　

　

　

　

　

　

＼

(
四
)

　

　

　

　

　

あ
め
　
　ふ
　
　
　
　
　
　
か
い
そ
く
　
　よ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　

三

十

日

。

雨

風

吹

か

す

。

海

賊

は

夜

あ

り

き

せ

ざ

な

り

と

聞

き

て

、

夜

中

ば

　

　

　

　

　

い

　

　

　

　

あ

は

　
　み

と

　

わ
た

　

　
　
な
か

か

り

に
舟

を

出

だ

し

て
、

阿

波

の

水

門

を

渡

る

。

夜

中

な

れ

ば

、

西

ひ

ん

が

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(王
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(六
)

　

　

　

　

　

を
と
こ
　
を
ん
な
　
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
い
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
　
と
　
　
　わ
た
　
　
　
　
　
と
ら
づ

も

見

え

す

。

男

、

女

、

辛

く

紳

佛

を

斫

り

て

、

こ

の

水

門

を

渡

り

ぬ

。

寅

卯

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(七
)

　

　

　

　

　

ぬ
　
し
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　す
　
　
　
　
　
　
　
　
　が
は
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
　
　
　
へ
ら
　
　い
そ

時

ば

か

り

に

沼

島

と

い

ふ

所

を

過

ぎ

て

、

た

な

川

と

い

ふ

析

を

渡

る

。

辛

く

急

　

　

　

いつ
み
　
　
　な
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

ぎ

て

、

和

泉

の

灘

と

い

ふ

と

こ

ろ

に

到

り

ぬ

。

　

け

ふ

に

　

　

め
ぐ
み

　

に

け

　

今

日

海

に

浪

に
似

た

る

も

の
な

し

。

紳

佛

の
惠

か

う

ぶ

れ

る

に
似

た

り

。

今

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(ヘ
レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

σ

一

く
一
ら

ご

へ
一

は

三

見
る
一
お

嬉
ふ

四

と
そ
い

へ
る
ナ

シ語

勢

み
な
餌㌦

七

み
と

-
み
な
と

八

か
う

ぶ
れ
る
…

あ

し
れ
み
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一驚

ふ

　

　

の

　

　

　

　

　

か
ぞ

　

　

　
　

み

ぞ

か

　

　

　

こ
Σ
ぬ
か

　

　

　

　

　

　
　

い
ま

日

舟

に
乗

り

し

日

よ

り

數

ふ

れ

ば

、

三

十

日

あ

ま

り

九

日

に

な

り

に

け

り

。

今

　

いつ
み
　
　
　タ
に
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
そ
く

は

和

泉

の
國

に

來

ぬ

れ

ば

、

海

賊

物

な

ら

す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
　
あ
め
　
　
　
　
　
　む
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
つ
み

　

二

月

一
日

。

あ

し

た

の

聞

雨

ふ

る

。

午

時

ば

か

り

に
止

み

ぬ

れ

ば

、

和

泉

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ご

灘
と
い
ふ
所
よ
り
酔
で
て
澣
ぎ
飽
く
・
鵜
の
鵡

臣
の
ズ
)と
く
に
風
灘
肆
え
す
Q

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く
ろ
　
　
　
　
　
　
　い
ろ
　
　あ
を
　
　
　
い
そ
　
　な
み
　

ゆ
き

　

　

　

　
つ
ば
ら

　

　

　

　

　

　

へ　
　
　
ゆ

く
ろ
さ

き

黒

崎

の

松

原

を

経

て

行

く

。
.所

の
名

は

黒

く
、

松

の

色

は

青

く

、

磯

の
浪

は

雪

　

ご
と
　
　
　
　
　
か
ひ
　
　い
う
　
　す

は
う
　
　
　
　
　
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ろ
　
　た

の

如

く

に
、

貝

の

色

は

蘇

芳

に

、

五

色

に

い

ま

ぴ

と

色

ぞ

足

ら

ぬ

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(二
)

　

　

　

あ
ひ
だ
　
　
　け
　
ふ
　
　
　は
こ
　
　
う
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
で
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　

こ

の

闇

に
、

今

日

は

箱

の

浦

と

い

ふ

所

よ

り

綱

手

ひ

き

て

行

く

。

か

く

行

く

あ
ひ
だ
　
　
　
あ
る
　
　
　
　よ
　
　
　
　
　う
た

聞

に
、
或

人

の
詠

め

る
歌

、

　

　

た
ま
　
　
　
　
　
　
け
こ
　
　
う
ら
な
み

　

　

玉

く

し
げ

箱

の
浦

波

た

た

ぬ

臼

は

　

　

　
　

　

　

　
　

　

う
み
　
　
か
が
み

　

　

　
　

　

　

　
　

　

海

を
鏡

と
た

れ

か
見

ざ
ら

む

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
勤

煽

る
-

り

ご

に
,i
、に
て

蘇



記 曰　 佐 土57

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

罐

　

　

ふな
ぎ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
げ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く
る

　

叉

舟

君

の

い

は

く

、
「
こ

の

月

ま

で

な

り

ぬ

る

こ

と

」
と

歎

き

て

、

苦

し

き

に

　

　

(
こ

た堪

へ
.す

t

て

、

人

も

い

ふ

こ

と

と

て

、

心

や

り

に

い

へ
る

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(二
)

　

　

　

　

　

　

つ
な
で
　
　

む
が

　

　

び

く

舟

の

綱

手

の

長

き

春

の

日

を

.

　

　

(三
〉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

そ

か

い

か

ま

で

わ

れ

は

經

に
け

り

　

　
.

　

を
　

　

　
ま
お
も
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

ひ
そ
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぶ
な

　

聞

く

人

の

思

へ
る

や

う

、
「
な

ぞ

た

だ

ご

と

な

る
」

と

、
密

に

い

ふ

べ

し

。
「
舟

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(酉
》

ま
み
　
　
が
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
わ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゑ

君

の
辛

く

ぴ

ね

り

出

だ

し

て

、
よ

し

と

思

へ
る

こ

と

を

、
怨

じ

も

こ

そ

し

た

べ
・」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(五
)　
(六
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

疹
(七
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
)

　

　

　

　

　

　

　

　

や
　
　
　
　
　
　
に
ば
か
　
　
　
な
み
た
か

と

て
、

つ

」

め

き

て

止

み

ぬ

。

遽

に
獪

浪

高

け

れ

ば

と

ど

ま

り

ぬ

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(九
)

　

　

　

　

あ
め
　
　
や
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
ひ

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い
の

　

ニ

ロ

。

雨

風

止

ま

す

。

日

ひ

と

日

夜

も

す

が

ら

、

紳

佛

を

断

る

Q

三
日
。
鸛
の
罫
幣

の
や
う
な
れ
ば
舟
慰

事

・
風
の
瞬
く
こ
毒

ま
ね

　

　

き
し
　
　た
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ナ
　
　
　
　
　づ
な

ば

、

岸

の

浪

た

ち

か

へ
る

。

こ

れ

に

つ

け

て

も

詠

め

る

歌

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(幽
O
V

嚇　
ふ
;
み
ふ

ご
　
る

至
る
鯉可

三

ひ

--ゆ

四

ひ
一
み

丑

て
ナ

シ

六

よ

し
,一
ふ

七

を
一
々
わ
ら
は

は
八

拠
ナ

シ

九

猫
…
風

㎞
○

、屯
ナ

シ
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噸

　
　
纏
を
よ
り
て
罪

な
き
物
は
落
ち
つ
も
る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
み
だ

た
ま
　
　ぬ
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

涙

の

玉

を

貫

ぬ

な

り

け

り

　

　

　

　

け
　
ふ
　
く

　

か

く

て
△
」
日

莫
響れ

ぬ

。

　

　

　

　

　

　じ
　
　

　ニ
　　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
り

四
口
。
か
ち
と
り

「斧

風
響

け
し
鍵
.欝
.晋

」
と
い
ぴ
て
・
靜

だ

享

な
り
ぬ
。
し
か
れ
ど
も
ひ
ね
も
す
に
難
風
遊
た
す
・
こ
の
か
ち
と
り
は
・

　

　

　

は
か

日

も

え

計

ら

ぬ

か

た

み

な

り

け

り

。

　

　

　

　

ヨ
ゆ

こ
の
濃
爨

に
は
・
≦

ぐ
さ
の
響

き
歟
言

な
爨

か
り
・
か
説

ば
、

　

　
む
か
し
　

　

こ
　

　

　

　

ふ
ね
　

　

　

　
美

た

だ

丑薗
の
人

陸

戀

ひ

つ

玉
、
舟

な

る
人

め

詠

め

る
、

　

㌧
よ

す

る
波

う

ち
も

よ

せ
な

ん
わ

が

こ

ふ
る

　

　
　
　

　
　

　
　
　

ひ
と
　
　
　
　
が
ひ
　
　
　
　
ひ
ろ

　

　
　
　

　
　

　
　
　

人

わ
す

れ

貝

お
り

て
拾

は

む

噸

ふ
一

ふ
嬉

二

ぬ
ノ
次

二
す

》

ろ
.に

の
み
も
帰
を

く
戯
す

か
な
ト

ア

リ
三

雲
ナ
シ

円

き
ノ
次

}軸
雲

の

さ
ま
ト
ア
リ

五

ら
-一
ら
は

六

を

-一
ゐ
)の

み
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あ
る
ひ
と
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

と

い

へ
ば

、

或

人

堪

へ
す

し

て

、

舟

の

心

や

り

に

詠

め

る

隔
山

　

　

(一
)　
　
　　
　
　
　(二
)　
　
　　
　
　
　
　
　　
　丶

　

懸

　

　

　

　

が
ひ
ひ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
た
ま

　

　

忘

れ

貝

拾

ひ

し

も

せ

じ

白

玉

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

戀

ふ

る

を

だ

に

も

か

た

み

と

思

は

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま

と

な

ん

い

へ
る

。

女

こ

の

た

め

に

は

、

親

を

さ

な

く

な

り

ぬ

べ

し

。

玉

な

ら

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
　
　
　こ
　
か
ほ

も

あ

り

け

ん

を

人

い

は

む

や

。

さ

れ

ど

も

「
死

し
兒

顏

よ

か

り

き

」

と

い

ふ

や

　

　

　

　

　

(三
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(四
)　
　
(五
)

う
も
あ
り
・
な
ぼ
雕
薪

管

を
細
る
こ
と
を
蝣
き
て
・
饕

が
詠
め
る
騾
・

　
　

て
　
　
　
　
　
　
さ
む
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
み

　
　

手

を

ぴ
で

て
寒

さ
も

し
ら

ぬ
泉

に
ぞ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

汲

む

と

は
な

し

に
日

ご

ろ
經

に
け

る

吾

・
㌍
髴

く
し
て
・
欝

の
解

り
簿

の
濃
墨

ふ
。
機
醫

も
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く
る
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
う
た

る

ば

る

な

り

。

こ

れ

か

れ

苦

し

け

れ

ば
詠

め

る
歌

、
.

　

　

　

　

　

　

(六
)

一

人へ
口
入へ
のれ

三

を
…
,竜

の
を

と
四

竜
ナ
シ

五

死
一

し
に

　　,.鼠4

れ ハ
こ こ

れ れ
　　　か

　　　れ

　　　か

、　
,晶　
,

鱒
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ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　いも

　

　

術

け

ど

獪

行

き

や

ら

れ

ぬ

は

妹

が

う

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(
ご

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ガ　
　

う
ら
　
　
　
き
し
　
　ま
つば
ら

　

　

　

　

　

　

　

　

を

つ

の

浦

な

る

岸

の

松

原

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

O

　

　

　

　

　

　

　

く
　
　
　
ほ
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　

か

く

い

ひ

つ

曳
來

る

租

に

,
「、舟

と

く

漕

げ

、

日

の

よ

き

に

」
と

、

も

よ

ほ

せ

　

　

　

　

　

　

　

ふ
な
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
を
た

ば

、

か

ち

と

り

、

舟

子

ど

も

に

い

は

く

「
み

舟

よ

り

お

ほ

せ

た

ぶ

な

り

、

朝

北

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(二
)

　

い
　
　
　こ
　
　
　
　
　
　
　
　つ
な
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
と
　ば
　
　
　う
た

の
出

で
來

ぬ

さ

き

に
綱

手

は

や

ぴ

け

」

と

い

ふ

。

こ

の
言

葉

の
歌

の

や

う

な

る

は

・

か

ち

と

り

の

お

の

つ

か

ら

の
就龍
華

な

り

Q

か

ち

と

り

は

＼

う

っ
た

へ

に
・

　

　

う
た
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
た

わ

れ

歌

の

や

う

な

る

こ

と

云

ふ

と

に

も

あ

ら

す

。

聞

く

人

の

「
あ

や

し

く

歌

め

　

　

　

い

　

　

　

　

　

　

　

　

か

　
　
い
　

　

　

　

　

　

　

み

そ

も

じ

き

て
も

云

ぴ

つ

る

か

な

」

と

て

書

き

禺

だ

せ

れ

ば
、

げ

に

三

十

文

字

あ

ま

り

な

り

け

り

。

　

　

け
　
ふ
　
　
　
　
　た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ね
も
す
　
　
い
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
み

　

「
今

日

浪

な

立

ち

そ

」

と

、

人

々
終

日

に

勝

る

し

る

し

あ

ρ

て
、

風

浪

た

た

伽

ぬ

一
ね

二

嬬

ナ
シ

φ

眇
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いま
　
　
　
　
か
も
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
か
　
　
　
　よ
ろ
こ
び

す

。

令

し

、

鴎

む

れ

る

て

あ

そ

ぶ
所

あ

り

。

京

の
近

づ

く

喜

の

あ

ま

り

に
、

　

　

　

　

　

(})

　

　

　

よ
　
　
　
　
う
た

お
る
わ
ら
は

或

童

の

詠

め

る

歌

、

　

　

い
の

く

　
か
ざ
ま

　

　

斬

り

来

る

風

聞

と

も

ふ

を

あ

や

な

く

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(二
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(三
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
も
め
　
　
　
　
　
　な
み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鴎

さ

へ
だ

に

浪

と

見

ゆ

ら

ん

　

　

　

　

ゆ
　

あ
ひ
だ
　

い
し
づ
.
　

　

　

　

　

　

ば
ら
　

　

　

　

　

　
蜜

べ
窪

と

い

ひ

て
行

く

間

に

、

石

津

と

い

ふ

と

こ

ろ

の
松

原

お

も

し

ろ

く

て

、

濱

邊

遠

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(匹
》

　

　

　

　

す
み
よ
し
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
　
　
　
　よ
　
　
　
　
う
た

し

。

又

、

住

吉

の

わ

た

り

を

漕

ぎ

ゆ

く

。

或

人

の
詠

め

る

鍬

、

　

　

い
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　え

　

　

今

見

て

ぞ

身

を

も

知

り

ぬ

る
住

の
江

の

　

　

　

　

　

　

　

　

(六
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

松

よ

り

さ

き

に

わ

れ

は

經

に

け

り

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ
と
　
　は
お
　
　
　
　
　
　
　
か
た
　
　
　
わ
す
　
　
　
　
　
　よ

　

こ

N

に

む

か

し

へ
人

の

母

、

ひ

と

日

片

時

も

忘

れ

ね

ば

詠

め

る

、

　

　
す
み
　
　え

　

　

佳

の

江

に

舟

さ

し

ょ

せ

よ

忘

れ

草

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(七
)

一
鶴

鳴
竜

-一L嫡

嬉 嬉

ll
に お
　 も

四

蓬
…

い
と
遠

五

歌

ナ
シ

穴

篭

…
は

七
穿

て

要　・
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つ
　
　
　
　
ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

る

し

あ

り

ゃ

と

摘

み

て
行

く

べ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

わ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

と

な

ん

。

う

っ
た

へ
に

忘

れ

な

な

と

に

は

あ

ら

で

、

こ

ひ

し

き

心

地

し

ば

し

ゃ

　

　

　

　

　

　

こ

す

め

て

、

叉

も

戀

ふ

る

ち

か

ら

に

せ

む

と

な

る

べ

し

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
ひ
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　こ

　

か

く

い

ひ

て

な

が

め

つ

づ

く

る

闇

に

、

ゆ

く

り

な

く

風

吹

き

て

、

漕

げ

ど

も

　

　

　

　

　

　

し
そ
　
　
　
　し
そ

一

、

し
り

へ
退

き

に
退

き

て
、

ほ
と

/
丶

し

く
う

ち

は
め

つ

べ
し
。

か

ち
と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ほ

り

の

い

は

く

、
「
こ

の

住

吉

の

明

神

は

、
れ

い

の
神

ぞ

か

し

。

欲

し

き

物

ぞ

お

は

　

　

　

　

　

　

いま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ぬ
さ
　
　
た
て
ま
つ
　
　
た
ま

す

ら

ん

」

と

は

今

め

く

も

の

か

。

さ

て

「
幤

を

奉

り

給

へ
」

と

い

ふ
。

い

ふ

　

　

　

　

　

(岡)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(二
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(三
)

　

し
た
が
　
　
　ぬ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

に
從

ひ

て
幤

た

い

ま

つ

る

。

か

く

た

い
ま

つ

れ

ど

、

も

は

ら

風

止

ま

で

、

い

や

　

　

　

(四
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(.五
)

ふ

　

た

が
ぜ
な
み

あ
や

　

　

　
　

ぬ
さ

吹

き

に
、

い

や

立

ち

に

、、
風

浪

の
危

ふ

け

れ

ば

、
か

ち

と

り

叉

い

は

く

、
「
幤

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぶ
ね
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
も

は
み

心

の

い

か

ね

ば

、

み

舟
'も

行

か

ぬ

な

り

。

な

ほ

う

れ

し

と
思

ひ

た

ぶ

べ
き

　

　

　

　

(六
)　
　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、　
　
、　
　
　
　
　
　
　
(七
)　
　
(八
)

一

は
ナ
シ

漿

規
い

五

ど
一

ど
嬉

六

い
一

ゆ

七

夜
一
絵

入

べ
き
一
ば
か
り

の
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し
た
が

物

た

い

ま

つ
り

た

べ
L

と

い

ふ
。

ま

た

、
い

ふ

に
從

ひ

て

、
「
い

か

が

は

せ

む

」

　

　

　

　

　

　

(一)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(二
)

　

　

　

ま
な
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
が
み

と

て

「
眼

も

こ

そ

ふ

た

つ

あ

れ

、

た

だ

ひ

と

つ

あ

る

鏡

を

た

い
ま

つ

る
」

と

て

、

う
み
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
う
み
　
へ
が
み

お
も
て

海

に
う

ち

は

め

つ
れ

ば

く

ち

を

し

。

さ

れ

ば

う

ち

つ
け

に

、

海

は

鏡

の
面

の

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(三
)

　

　

　

　

　

　

　

あ
る
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
う
た

と

な

り

ぬ

れ

ば

、

或

人

の

詠

め

る

歌

、

　

　

ち

は

や

ぶ

る

祚

の

心

の

あ

る

乂
海

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(四
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
が
み
　
い
　
　
　
　
　
　
　
み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鏡

.を

入

れ

て

か

つ
克

つ

る

か

な

　

　

　

　

す
み
　
　
　
　
　
　わ
す
　
　ぐ
さ
　
　
き
し
　
　
ひ
め
オ　つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

め

い

た

く

、

住

の

江

、

忘

れ

草

、

岸

の

姫

松

な

ど

い

ふ
祕

に

は

あ

ら

す

か

し

。

目

　

　

　

　

　

　

(五
)

　

　

　

　

　

　

　

か
ぢ
み
　
　
　
　
こ
へう

も

う

つ
ら

/

丶

、

鏡

に

榊

の

心

を

こ

そ

は

見

.つ

れ

。

か

ち

と

り

の

心

は
紳

の

み

心

な

り

。

　

　

(六
)

　

　

　

　

み
を
つ
く
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
か
は
じ
サ
　
　
い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ
と

"六

口

。

澪

標

の

も

と

よ

り

い

で

て

、

難

波

つ

き

て

、

河

尻

に
入

る
。

み

な

人

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(七
)

隔

夜
i
給

二

憂
拠
ナ
シ

三

ご
と
一
や
う
に

四

の
f
を

玉

江

一
%江
の

六

り
一
り
け
り

七

つ
-
の
離
を
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を
ん
な
　
　
　
　
　
　
ひ
た
ひ
　
て
　
　
　
　
　
　
　

よ
ろ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
な
ゑ
ひ
　
　
あ
は

々

、

女

、

お

き

な

額

に

手

を

あ

て

て

喜

ぶ

こ

と

ふ

た

つ

な

し

。

か

の

舟

酔

の

淡

　

　

こ

)

ぢ
　
　
　し
ま
　
　
　
　
　
　
　
　こ
　
　
　
み
や
こ
ち
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
こ
　
　
　
　
　ふ
な
ぞ
こ
　
　
　
　
か
し
ら

路

の

島

の

お

ほ

い

子

、

京

近

く

な

り

ぬ

と

い

ふ

を

荳
n
び

て

、

舟

底

よ

り

頭

を

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(二
)

た

げ

て
、

か

く

そ

い

へ
る
、

　

(三
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
に
は
　
ぶた

　

　

い

つ
し

か

と

い

ぶ

せ

か

り

つ

る

難

波

潟

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ら
し
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

葦

漕

ぎ

そ

け

て

み

舟

來

に

け

り

　

　

　

お
も
　
　
　
　ほ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か

　

い

と

思

ぴ

の
外

な

る

人

の

い

へ
れ

ば

、

人

々

あ

や

し

が

る

。

こ

れ

が

中

に

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(蹠
)

こ
エ
ち

　

　

　
ふ
か
ぢ
み

　

　
　
め

ロ
　

　

ふ
な
ゑ
ひ

　

　

　

　

　

　
か
ほ

　
　
に

心

地

な

や

む

舟

君

い

た

く

賞

で

て

、
↑、舟

醉

し

た

う

べ

り

し

み

顏

に

は

似

す

も

あ

　

　

　

　

　

　

へ五
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(六
)　
　
　
　
(七
)　
　
　
　
　
　
　
　
(八
)

る

か

な

L

と

い

ひ

け

る

○

　

　

　

　

け
　
ふ
　
　
　
じ
カ
　
　
　
　
い
　
　
　
た
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　み
や

　

七

日

。

今

日

河

尻

に

舟

入

り

立

ち

て

…漕

ぎ

の

ぼ

る

に
、

河

の
水

干

て
惱

み

わ

　

　

　

　

　

丶九
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ひ
ギ
　
　
　へにな
ギコみ

づ

ら

ふ
。

舟

の

の

ぼ

る

こ

と

い

み

難

し

。

か

乂

る

悶

に

、

舟

君

の
病

者

隔

恋

と

げ
;

け
さ
せ

ぬ
}
ぬ
る

き 一
ナ(女
を お
ん き
な な

　 お

四

の
～

の
伽
く

●
覧

君

-
妻

そ

ム
ハ
　
弛
・り
ー一
結

ふ

七

り
し
～
ら

八

ぱ
御
す

弔
…
菰

　

は
あ
叙
す

し

九

日
一
員
は

嘗
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こ
と
さ
ら
　
　
し

ょ

り

こ

ち

こ

ち

し

き

人

に

て
、

か

う

や

う

の

事

更

に
知

ら

ざ

り

け

り

。

か

翼
れ

　

　

　

あ
は
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た
　
　め
　
　
　
　
　
　
み
や
こ
ぼ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
ら

ど

も

、

淡

路

た

う

め

の

歌

に
賞

で

て
、

都

誇

り

に
も

や

あ

ら

ん

、

辛

く

し

て

あ

　

　

　

(
一)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(二
)

　

　

　

う
た
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

や

し

き

歌

ひ

ね

り

出

だ

せ

り

。

そ

の
歌

ぽ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(三
)

　

　

き
　
　
　き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　
　
　
　
　
　
あ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　

　

來

と

來
・て

は

河

の

ぼ

り

路

の

水

を

浅

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(四
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

け
　
ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

舟

も

わ

が

身

も

な

つ

む

今

日

か

な

　

　

　

　

や
ま
ひ
　
　
　
　
　
　
　よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
た

　

こ
れ

は

病

を

す

れ

ば

詠

め

る

な

る

べ

し

。

ひ

と

歌

に

こ

と

の

あ

か

ね

ば

、

い

ま

ひ

と

つ
、

　

　

　

　

　

　

　

　

む
や

　

　

と

く

と

思

ふ

舟

惱

ま

す

は

わ

が

た

め

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み
つ
　
　
　
　
　
あ
さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

水

の

心

の
浅

き

な

り
'け

り

　

　

　

う
た
　
　
　
み
や
こ
ち
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.　
距
　
　
　
　
　
　
　
い

　

こ

の

歌

は

、
京

近

く

な

り

ぬ

る

よ

ろ

こ

び

に

堪

へ
す

し

て

云

へ
る

な

る

べ

し

。

輔

淡
路

一
淡
路

の

ご

く
一
う

三

は
ナ
シ

回

路

-
江
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あ
ぱ
ぢ
　
　
　こ
　
　

う
た

淡

路

の
御

の
歌

に

お

と

れ

り

◎
　

「
ね

た

き

。

い

は

ざ

ら

ま

し

も

の

を

」

と

く

や

　

　

　

　

　

　

　

よ
る
　
　
　
　
　
　
　
ね

し

が

る

う

ち

に
、

夜

に

な

り

て
寢

に

け

り

。

　

　

　

　

　

　

　

(一)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
ゆ
か
ひ
　
　
　
　ま
き
　
　
　
　
　
ほ
と
ゆ
　
と
　
　
　
　
　こ

　

八

日

。

な

ほ

河

の

ぼ

り

に

な

つ

み

て
、

鳥

養

の

み

牧

と

い
.ふ

邊

に

泊

る

。

今

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(二
)

よ
ひ
ふ
な
ま
み
　
　
　
　
　
　や
ま
ひ
み
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
な
や

宥

舟

君
∵れ

い

の
病

起

り

て

い

た

く

惱

む

o

　

あ
る
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　き
　
　
　
　
　
　
よ
ね

　

武

人

あ

ざ

ら

か

な

る

も

の

持

て
来

た

り

。

米

し

て

返

り

ご

と

す

。

を

と

こ

ど

　

　

　

(三
)

　

ひ
ろサか
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ひ
ぼ
　
　
　
　
　も
つ
つ

も

密

に

い

ふ

な

り

、
「
飯

粒

し

て

鯉

釣

る

」
と

や

。

か

う

や

う

の

こ

と

所

々

に

あ

　

　

け
　
ぶ
　
ぜ
ち
み
　
　
　
　
　
　
いを

り

o

今

日

節

忌

す

れ

ば

無

用

み

す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

九
日
。
心
も
と
な
醍
に
、
明
け
ぬ
か
ら
、
舟
を
ひ
き
?

の
ぼ
馳
ど
も
、
河

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

あ
ひ
だ
　
　
　
わ
　
だ
　
　
と
ま
り

の

水

な

け
れ

ば

、

ゐ

ざ
ゆ

に

の
み

ぞ

ゐ
ざ

る
。

こ
の
聞

に
、

和

田

の
泊

の
あ

が

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

よ
ね
　
　
い
を
　
　
　
こ

れ

の
漸

と

い

ふ

と

こ

ろ
語

り
。

米

、
魚

な

ど
請

へ
ば

お

こ
な

ひ

つ
。

か

く

て
舟

鞠
夜

に
な
り
一
入

ご

と
ま
る
一
と

丶

ま
る

三

あ
ざ
ら
多

い
さ

さ
七:六

あ 斬
り、ナ
}シ
に

す 五 困
れ れ.さ
と ど ・
　 竜 き
　 }
　 る
　 と
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ゐ
サ　さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
　
　
　

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
か
し

ひ

き

の

ぼ

る

に

、

渚

の

院

と

い

ふ

所

を

克

つ

玉
行

く

。

そ

の

院

、

昔

を

思

ひ

や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(ご

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(二
)

　

　

み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
か

り

て
見

れ

ば

、

お

も

し

ろ

か

り

け

る
所

な

り

。

し

り

へ
な

る

岡

に

は

松

の
木

ど

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(コご

　

　

　

　

　

　

　

に
は
　
　
　
　む
め
　
　は
な
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
か
し

も

あ

り

。

な

か

の

庭

に

は

梅

の

花

嘆

け

り

。

こ

L

に
人

々

の

い

は

く

、

こ

れ

告

　

　

　

　

(囚
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(善

篝

く
墜

た
る
所
な
り
・
故
鷺

の
鑾

の
葭

ん
と
も
に
・
故
薦

蕪

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(六
)

ひ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　よ
　
　
　た
か
　
　た
　
　
　
　
ざ
く
ら
　
さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は
る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ
し
ろ

平

の
中

將

の

、
「
世

の
中

に
絶

え

て
櫻

の

険

か

ざ

ら

ば

春

の

心

は

の

ど

け

か

ら

ま

し
」
と
い
ふ
警

め
る
き

う
な
り
け
り
・
鍵

あ
る
羣

所
概

た
る
鑿

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

(七
)

め
り

。

　

(八
)

　
　

ち
　
よ

　
　

千

代

へ
た

る

松

に

は
あ

れ

ど

い

に
し

へ
の

　
　

　

　
　

　

　
　

　

こ
ゑ
　
　
さ
む

　
　

　

　
　

　

　
　

　

聲

の
塞

さ
は

か

は
ら

ざ

り

け
り

　
　

　

　
　

　

　
　

　

(九
)

　
　

　

あ
る
　
　
　
　よ

　

叉
、

或

入

の
詠

め

る
。

嫡

と

い
ふ
所

ナ
シ

ご
　
そ

一
こ

宣

り
～
り
け
り

四

な
か
一
ま

へ

五

れ

」
れ
は

六

に
一
に
て

七

所
i
心

入

り
一
る

九

聲
の
～
風
に

尸　　　釦

聖

鍵

ヒ
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き
み

　

　

君

こ

ひ

て

世

を

ふ

る

や

ど

の

梅

の
花

　

　

　

　

　

　

　

　

　
む
か
し

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　
昔

の
香

に

ぞ

獪

に

ほ

ぴ

け

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の
ぼ
　
　
　
　
　
　

のぼ

　

　

　

　

　

　

　

み
や
こ　
ち
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ
ろ
こ

と

い

ひ

つ

丶

ぞ

、

京

の

近

づ

く

を

喜

び

つ

N

上

る

。

か

く

上

る

人

々

の

な

か

に
、

　

　

　

く
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　く
に

京

よ

り

下

り

し

時

に
、

み

な

人

、

子

ど

も

無

か

り

き

。

い

た

れ

り

し

國

に

て

ぞ

、

　

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
だ

子

産

め

る

者

ど

も

あ

り

あ

へ
る

。

入

み

な

舟

の
泊

る

と

こ

ろ

に

、

子

を

抱

き

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(
一)

　

お

の

　

　

　

　
む
か
し

こ

は
き

　

　
　

た

つ
降

り

乗

り

す

。

こ

れ

を

見

て
昔

の
子

の

母

、

か

な

し

き

に
堪

へ
す

し

て

、

拿　

"　

(二
》

　

　

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
へ

　

　

無

か

り

し

も

有

り

つ

玉
露

る

入

の

子

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く
　
　
　
　
か
な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

り

し

も

な

く

て

来

る

が

悲

し

さ

　

　

　

　

　

な
　
　
　
　
　
　
　
　ち
エ　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
う

と

い

び

て

ぞ

泣

き

け

る

。

父

も

こ

れ

を

聞

き

て

い

か

が

あ

ら

ん

。

か

う

樣

の

こ

　

　

う
た
　
　
　
と
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
こ
し

と

も

歌

も

、

好

む

と

て
あ

る

に

も

あ

ら

ざ

る

べ

し

。

唐

土

も

こ
、N
も

、

思

ふ

ζ

鴫

人
み
な
一

み
な

人
工

乘
り
一

の
ほ
りO
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た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
　
よ
ひ
づ
　
ど
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ま

と

に
堪

へ
ぬ

時

の

わ

ざ

と

か

。

今

宵

宇

土

野
・と

い

ふ

と

こ

ろ

に

泊

る

o

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(
ご

+
日
・
騰
る
こ
と
あ
り
て
ザ

す
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぶ
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ぼ

　

　

　

　

　

あ
あ

　

十

一
日

。

雨

い

さ

乂

か

に

降

り

て

止

み

ぬ

。

か

く

て

さ

し

上

る

に
、

東

の
方

　

　

　

　

　

　

(二
)

　

　

　

よ
こ

　

　

と

や

は
た

　

　
　

き

に

山

の
横

ば

れ

る

を

見

て

、

人

に
問

へ
ば

、
「
八

幡

の

宮

」
と

い

ふ
。

こ

れ

を

聞

　

　

　

よ
ろ
こ
　
　
　
　
　
　
ぶ
が
　
　
た
て
ま
つ
　
　
　
　
　
さ
き
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
う
れ

き

て
、

喜

び

て
人

々
拜

み

奉

る

。

山

崎

の

は

し

見

ゆ

。

嬉

し

き

こ

と

か

ぎ

り

な
し
・、
こ
た

相
應
寺
の
謬

・
し
ば
し
舟
を
と
ど
め
三

と
か
く
膝
む
る
こ

　

　

　

　

　

　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(三
)

と

あ

り

。

こ

の

競

の
既

ぼ

と

り

に
、

柳

挽

く

あ

り

。

覊

人

こ

の
槻

が

か

げ

D
、

　

　

　

　

　

　

　

　

(四
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(五
)

　

　

ギ　こ　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　み
　　
　
　よ
　
　
　
　
　
　う
た

河

の
底

に

う

つ
れ

る

を

見

て
詠

め

る
歌

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
を
や
ぎ

　

　

さ

ざ

れ

浪

よ

す

る

あ

や

を

ば

青

柳

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い
と
　
　
　
お

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

げ

の
絲

し

て
織

る

か

と

そ

見

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(六
)

嫡

と
ま

る
一
と
嵩

ま
れ
り

二

い
さ

丶
か
に
…
・

す

こ
し

三

ど
ナ
シ

四

岸

一
声

の

五

の
ナ
シ

煮

る
…
ゆ

」　　■r　罧rF
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さ
き

　

十

二

日

o

山

崎

に

あ

り

。

　

　

　

　

　

　

　

　

(一)

　

　

　

　

　

　

　

　

さ
き

　

十

三

日

。

な

ほ

山

崎

に

。

　

　

　

　

　

あ
め
ふ
　
　
　
　
　
け
　
ふ
　
く
る
ま

　

十

…四
日

○

雨

降

冖る

o

A
フ
日

{隼
山県

へ
と

り

に

や

る
Q

　

　

　

　

　

け

ふ

く
る
ま
　

　
き
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　ふ
ね

　

十

五

日

。

今

日

車

訪

て

來

謙

り

。

舟

の

む

つ

か

し

さ

に

、

舟

よ

り

人

の

家

に

う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
こ

移

る

。

こ

の

入

の

家

、

喜

べ

る

や

う

に

て

、

あ

る

じ

し

た

り

。

こ

の

あ

る

じ

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
へ
の
こ
を　

ま

た

あ

る

じ

の

よ

き

を

見

る

に

、

う

た

て

思

ほ

ゆ

。

い

ろ

ノ
＼

に

返

事

す

。

家

　

　

　

い　
　
　
い

の

人

の
幽

で

入

り

、

に

く

げ

な

ら

す

み

や

乂

か

な

り

Q

　

　

　

　

　

げ
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　の
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　や
ま
さ
き

　

十

六

日

。

今

日

の

よ

う

さ

つ

が

た

、

京

へ
上

る

つ

い

で

に
見

れ

ば

、

山

崎

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.毘
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(五
〉

こ
　
び
っ　
　ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　か
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　び
と
　
　
こ
おろ

小

櫃

の
繪

も

、

ま

が

り

の
大

路

の

か

た

も

變

ら

ざ

り

け

り

。

賣

り

人

の

心

を

ぞ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(六
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(七
V

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　し
ぼ
ざ
か

知

ら

ぬ

と
そ

い

ふ
な

る
。

か

く

て
京

へ
行

く

に
、
島

坂

に

て
、
人

あ

る
じ

し
た

癖

隔

あ
…
と
ま

れ

こ

み
一
毛

三

大
り

1
在
れ
り

囲

う
さ
一
ふ

五

の
一

の
匁
な
、

る
六

お
ほ
ぢ
～

ほ
ら
、

七

り

…
る



記 田 佐 土

声

質

,

　

り
・
か
な
事

し
も
あ
る
ま
じ
き
わ
ざ
な
窒

要

て
偉
き
し
時
吉

は
、
難

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
へ
の
ご
と

る

時

ぞ

、

人

は

と

か

く

あ

り

け

る

。

こ

れ

に

も

返

事

す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハニ
　

奮

な
し
て
京
に
気

ら
ん
と
騰

へ
ば
鹿

ぎ
し
も
せ
ぬ
響

、
岳

で
ぬ
。

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

あ
す
か

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
わ
た

桂

河

、
月

の
あ
か

き

に
ぞ
渡

る
。
人

々
の

い
は
く

,
「
こ

の
河

飛
鳥

河

乖
あ

ら
ね

ば
・
鯵

さ
ら
に
響

ざ
り
け
り
」
と
い
ぴ
て
・
編
入
の
詠
め
る
騾
。

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

か
つ
ら
が
は

　

　

久

方

の
月

に
お

ひ

た

る
桂

河

　

　
　

　

　

　
　

　

　

そ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
お
は

　

　
　

　

　

　
　

　

　

底

な

る

か
げ
も

變

ら

ざ

り
け

り

　

　
　

あ
る

　

叉
、
求

人

の

い

へ
る
。

　

　
　

　

　

は
る
か

　

　

あ
ま
ぐ
も

　

　

天

雷

の
遙

な
り

つ
る
桂

河

　

　
　

　

　

　
　

　

　

キ
で

　

　
　

　

　

　
　

　

　

袖

を

ひ

で

て
も

わ
た

り

ぬ

る

か
な

竜一
　 も

　　ゼ》
　そ
　れ

　に

歸1

く

三

に
、:

・に
、竜

■

4

石、
幄　
　

宀

疋、　[坐
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あ
る
　
　
よ

　

叉
或

人

詠

め
り

。

　
　

　

　

　
　

(
一)

　
　

桂

河

わ
が

心

に
も

か

よ

は

ね
ど

　
　

　

　

　
　

　

　

　
お
な
　
　
ふ
か
　
　
　
　
な
が

　
　

　

　

　
　

　

　

　

同

じ
深

さ

に
流

る

べ

ら
な

り

京
の
響

き
あ
晝

に
・
歌
も
蒙

り
毳

か
る
。
轟

け
(張

篭

望

　

　

　

　

い
　
　

た
　
　
　
　
うね

す

。

京

に

入

り

立

ち

て
嬉

し

o

　

　

　

い
た
　
　
　
　か
ど
　
　
　い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
さ
ま
　
　
　
　
　
　き

　

家

に

到

り

て
門

に

入

る

に

、

月

あ

か

け

れ

ば

、

い

と

よ

く

有

様

見

ゆ

。

聞

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
　ひ
　
　
　
　
　
　
こ
ぼ
　
　や
ぶ
　
　
　
　
　
　
　い
へ
　
　あ
つ

し

よ

り

も

ま

し

て
、

い

ふ

甲

斐

な

く

そ

毀

れ

壊

れ

た

る

。

家

を

預

け

た

り

つ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(三
)　
　
　　
　
　
　
　
(四
)

　

　

　

　

レの
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
へかき
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

と

つ

家

の

や

う

な

れ

ば

、

入

の

心

も

荒

れ

た

る

な

り

け

り

。

中

垣

こ

そ

あ

れ

、

の
ぞ
　
　
　
　あ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ご
と
　
　
　
も
の
　
　
た
　
　
　
　
え

望

み

て
預

か

れ

る

な

り

。

さ

る

は

、

た

よ

り

毎

に
、

物

は

絶

え

ず

得

さ

せ

た

り

。

　

　

　

　

　

　

　

　

(五
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(鴛
)

こ
　
よ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
は
だ
か
　
　
　
　
　
や　

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

今

宵

、

か

玉

る

こ

と

と

、

聲

高

に

も

の
も

云

は

せ

す

。

い

と

は

、

つ
ら

く

見

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(ヒ
一

肩

り
一
り
し

ご

て

-
て
く
れ
導

三

壊
れ

ナ
シ

西

原
亠《
・
二
八
に
ト
ー

ア
リ

五

り
f
触
け
り

六

は
i
込

七

は
ナ

シ

,
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れ

ど

、

心

ざ

し

は

せ

む

と

す

。

　

　

　

い
け
　
　
　
　
く
ぼ
　
　
　
　
み
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
つ

　

さ

て

弛

め

い

て
窪

ま

り

、

水

づ

け

る

所

あ

り

。

ほ

と

り

に
松

も

あ

り

き

。

五

と
せ
む
と
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ぜ
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

いま
お

年

六

年

の

う

ち

に

、

千

年

や

過

ぎ

に

け

ん

、

片

へ
は

な

く

な

り

に
け

り

。

今

生

　

　

　

　

ま
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

び

た

る

ぞ

交

れ

る

。

お

ほ

か

た

の

、

み

な

荒

れ

に

た

れ

ば

、

あ

は

れ

と

そ

人

々

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(一
)

　

　

　

おも
　
　い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　ぴも
　
　こ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
へ　
　
　
　　り
ま

い

ふ

。

思

ひ

出

で

ぬ

こ

と

な

く

思

ぴ

戀

し

き

が

う

ち

に

、

こ

の
家

に

て
産

れ

し

を
ん
た
　
　
　
も
ろ
と
も
　
　
か
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
　
　
　
　
　
　
ふ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

女

こ

の
諸

共

に
蹄

ら

ね

ば
、

い
か
が

は
悲

し

き
。
舟

人

も

み

な
干

た

か
り

て
の

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

(二
)

の
し

る
。

か

』
る
う

ち

に
・

な

ほ
齢

し

き

に
塒

へ
す

し

て
・
ひ鷲

に

心
知

れ

る
人

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

(三
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(囚
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(五
)

　

　
　

　
　

　

う
た

入

い

へ
り

け

る
歌

。

　

　
　

　
　

　

　

か
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ど

　

　

う

ま

れ

し
も

歸

ら

ぬ
物

を

わ

が
宿

に

　

　
　

　
　

　

　
　

　

こ　
ま
つ

　

　
　

　
　

　

　
　

　

小

松

の
あ

る
を

見

る
が

か
な

し

さ

単一

の
ナ
シ

1五四 三

人 ひ き
々 臼

1み み入

ζ

曳
か
り
!
抱
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錘

ぞ

い

へ
る

。
な

ほ
飽

か
す

や

あ

、b
む

、

轟

く

な

ん
。

　

　

み
　
　
　
　
　
　
　
ち

と
ぜ

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

み

　

　

見

し
人

の
松

の
千
年

に
見

ま

し
か

ば

　

　
　

　

　

(三
)

　

　
　

　

　

　
　

　

　

と
は
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
れ

　

　
　

　

　

　
　

　

　

遠

く

か
な

し

き

捌

せ

ま
し

や

噛

と
そ
い

へ
る
原

本

ユ
ナ
キ
モ
巻
末

臨

　
ノ
本
文

ニ
ョ

リ
テ
入

レ
タ
リ

ニ

か
く
ナ

.シ

"こ

の
・・1
を

土

わ
す
　
　が
潅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
く

忘

れ
難

く

、

く

ち
を

し

き

こ

と
多

か

れ

ど
、

え
盡

さ
す

。
と

ま

れ

か
う

ま

れ
、

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
(四
)

四

ろ
一
く

佐
　

　と

く

や
り

て
ん
o

日記

喧

嚇

O

'
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ズ
ウ
亥

璽
t

舶φ
ラ
・
の
今
彡
っ

㌦蠶

冶

四
郷
輪坐
に

'

、
(
,

、

《

の
一
～

-》

/み

い
}
轟

一

9
》

為
舷

舷

繕
あ
う
匹

回ウ
ー
〉
鼠
ゼ
ζ
夢
の

劣

ろ
の
覧

い
、
多

よ

つ
ワ
食
ノ
ー

つ
/
に

》報

ゲ
俵
蔵
郷
」
武
力
れ
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,
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、

ッ
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敏

疑之

わ
わ

フ
/

r

埴

さ

㌢

、昂
審

監
孵
溶

墓

守

姦

鱗

淀
.干
㍍
轟
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篇

丶

騒
該
輿
白
鷹
諍
鮎
範
繽

4
改

造
葬

(
首
、
葎
を
み
守

　

らゆ
　
　
　
　
ヤ

广

石

@

讖

」塾
彳

宅
廃

く

嘘

　

ゼ

冖

ヴ
聖
毒
ず
砂
ゆゴ
彳

重

し
3

き

,蓬

.人

.
樽
鷲
冩
謡

饗

耀
軟
備
考

忽
権
い得

湘縛
∴
タ

∴
覧
る
壌

珍重

締
一

◎
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ヲ
ノ
コ
　
ス
　
　
　
　ニ
ヅ
キ
　
　
　
　
　ノ

　

男

モ
爲

ナ

ル

日

記

ト

云

物

ヲ
女

モ

シ

テ
見

ン
ト

テ

ス

ル
也

ソ
レ

　

　
　

シ

ハ

ス

　
ハ

ッ

カ

　

　

ヒ
ト
イ

　
　
ヒ

イ
ヌ

　

　
　
ト
ぱア

　
　

ノ

シ
イ
サ

じ
カ

　

　

　
　
ク

ル

ァ
カ
タ

　

ト
セ
イ
ヅ

某
ノ
年
ノ
十
二
月
ノ
二
十
日
餘
リ

一
日
ノ
B
戌
ノ
時
門
出
ス
其
由

聊

物

二
書
付
或
人
縣
ノ
四
年
五

ト
セ
ハ
テ
　
　
レ
イ
　
　
コ
ト
　
　
　
　
　
　シ
　
ヲ
ヘ
　
　
ケ

　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
タ
チ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　ワ
タ
　
　
　
　
　
　
　ル

年

果

テ
例

ノ

夏

ト

モ
皆

爲

絡

テ
解

由

ナ

ト

取

り

テ

佳

館

ヨ
リ

出

テ

舟

二
乘

ヘ
キ

處

へ
渡

ル
彼

是

却

却

　

　

　

　

　

シ
コ
ロ　　　　　　　　
　　　　　　　　
　ヒ
　ト
ノ
　
　　　　　　　　
レ

ラ

ズ

逸

り

ス
年

比

ヨ
リ
、具

シ

ツ

ル
人

々

ナ

ン
別

カ

タ

ク

思

ヒ

テ
猛
八
日

シ
限

ニ
ト

カ

ク

シ

ツ

、
ノ

、
シ

　

ウ
チ
　
　
　
　
フ
ケ

ル

内

二
夜

深

ヌ

　

　

　

　

　

　

ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒタ
ツ
　
　
　
　
　
ト
キ
サネ
フ
ナ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ハナ
ム
ケ
　
　
カ
ミ

　

ニ

十

二

日

和

泉

ノ

國

マ
テ

ト

タ

ヒ

ラ

カ

ニ
願

立

藤

原

ノ

言

實

舟

「路

ナ

レ

ト

舟

馬

ノ

…餞

ス
守

ナ

リ

　

　

エ
ヒ
ス
キ
　
　イ
ト
ア
ヤ
シ
ク
シ
ホ
　
　
　
　
　リ

シ

モ
醇

過

テ

長

径

潮

海

ノ

邊

ニ

テ

ア

サ

レ

ア

ヘ

ル

●

ド　■　ピ　　　　,
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リ　
　
　
　
　
　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
カ
ウ
ノ
　
　
　
ア
ラ
サ
ナ
リ
イ

　

ニ

十

三

日

山

康

數

ト

云

入

荷

此

人

國

二
必

ス

シ

モ

イ

ヒ
使

者

ニ

モ

ア

ラ

ス
是

レ

ソ

タ

・

ハ

シ

キ

樣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ
ネ

ニ
テ
馬

ノ

餞

シ
タ

ル
守

カ

ラ

ニ

ヤ

ア

ラ

ン
國

二
人

ノ

心

ノ

常

ト

シ

テ

今

ハ
ト

ミ

エ
サ

ナ

ル

ヲ

心

有

者

　

ハ
チ
ス
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ム

八
幡
鵬過

ナ

ン
來

ケ

ル

是

.ハ
物

二
依

り

テ

譽

ル

ニ

シ

モ

ア

ラ

ス

　

　

　

　

　

カ
ウ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　テ
マ
セ
リ
　
ァ
リ
ト
　
　
　カ
ミ
シ
モ
　
　
　
　
　
　エ
と
　
　
　
　
　
も
ト
モ
　
シ
　
　
　
　
　
　
シ
ラ

　

ニ

十

四

日

好

士

馬

ノ

餞

シ

ニ
出

在

リ

有

ア

ル
上

下

童

マ

テ

醉

シ

レ

テ

一
文

字

ヲ

タ

ニ
知

ヌ
者

シ

カ

ア
シ
　
　ト
　
モ
シ
　
　フ
ミ

ロκ

ハ
↓1
山乂

二
黷
馴
テ

ソ
…滌
愚
フ

　

　

　

　

　

　

ミ
　

チ
　

諺

　

ミ
モ
チ
ギ
タ
　

　
ヨ
ハ
　

　

　

　

　

ヒ
ト
イ
　

ト
ヨ
,
.

,

　

二

+

五

日

守

ノ
館

ヨ

ーー
・
呼

二
交

以

来

レ

リ

呼

レ

テ
至

り

テ

日

一
日

夜

一
夜

ト

カ

ク

(
校

訂
者

云

以

上

原

本

に
缺

く

ろ
為

以

て

刈
谷

圖

書
館
岩
城
本

に

て
補

へ
dり
)

遊

フ

ヤ

ウ

ニ
テ

明

ニ
ケ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
唖熾
　蝙

　

　

　

　

ナ
ヲ
カ
ミ
　
　タ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
の
こ
ら
ま
で
に
　
ア
マ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ウ
タ
　
　
　
ケ
イ
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ
ト
ウ
タ
ア
リ

　

廿

六

日

爾

守

ノ

館

一,.
噛ア
圭

ノ

・

シ
リ

テ
郎

數

多

二
物

カ

ツ

ケ

タ

リ

唐

詩

聲

ア

リ

テ

云

ケ

リ

倭

寄

宿

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

γ
ル
ジ
モ
イ

　

サラ
フ
ト
　
　
コ
ト
　
　
　
　
　
ア
ヘ　
　
　
　
　
カ
ラ
ウ
タ
　
　
コレ
　
　
　
ゑ
の　
ヤ
マ
ト
ア
ル
シ
　
　カ
ミ

モ

賓

モ
殊

人

モ

云

合

リ

ケ

リ

唐

詩

ハ
是

二

八
書

ス
倭

哥

主

ノ
守

ノ

詠

ケ

ル
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ロ　ロ
づ
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　　カ
シ
　　
　
　　
コ
シ
カ
　
　ヒ

　

　

東

出

テ

着

篭
逢

ン

ト

來

物

ヲ
來

甲

斐

モ

ナ

ク

別

レ

ヌ

ル

哉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ
キ
　
　カ
ミ
　
　ョ
メ

ト

ナ

ン
ア

リ

ケ

レ

ハ
歸

ル
前

ノ

守

ノ

詠

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ユ
キ
カ
ビ
　
　
　
　
　
ニ

　

　

白

妙

ノ

浪

路

ヲ

遠

ク

行

違

テ

我

二
似

ベ

キ

ハ
誰

ナ

ラ

ナ

ク

高

コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
も
　
　カ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
リ
　
　
　
　
　
ア
ル
シ

サ
キ

殊

人

々

ノ

モ
有

ケ

レ

ト

賢

キ

モ

ナ

カ

ル

ヘ
シ

ト

カ

ク

云

テ
前

ノ
守

今

ノ

モ
諸

共

二
下

テ
今

ノ

主

モ
前

　

　

テ
　ト
リ
ヵ
ハ
シ
　
エ
ピ
コト
　
　コ
ぼ
ロ
ヨ

ノ

モ
手

取

交

テ

醉

言

二

快

ゲ

ナ

ル
言

シ

テ
出

去

ケ

リ

　

　

　

　

ヲ
ホ
ツ
　
　
　
　
ウ
ラ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
キ
イ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
マ　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ン
ナ
づ
コ
の
ユ　
　
　
　
　
　
ゐズセ

　

廿

七

日

大

津

ヨ

リ

浦

戸

ヲ

サ

シ

テ
盪

出

力

ク

ア

ル
内

二
京

ニ
テ

生

レ
タ

現

シ
女

児

爰

シ

テ
俄

二
夫

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ
ン
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
シ
ミ
コ
フ
ル

ニ

シ
カ

バ
比

比

ノ

出

立

テ

急

ヲ
見

レ

ト
何

事

モ
云

ス
京

へ
麟

ル

二
女

兒

ノ

ナ

キ

ノ

ミ

ソ

哀

戀

ア

ル

　

　

　

　

タ
へ

人

々

モ

エ
蝦

ス
此

間

ニ
ア

ル
人

ノ

云

テ

出

セ

ル
哥

　

　

京

ヘ

ト

思

フ

ヲ

物

ノ

悲

キ

ハ
歸

ラ

ヌ

人

ノ

ア

レ

ハ

ナ

リ

ケ

リ

叉

ア

ル

時

三

八
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ナ
キ

　

　

ア

ル

物

ト

忘

ツ

・
ナ

ヲ

亡

人

ヲ

イ

ッ

ク

ト
問

ソ

悲

シ

カ

リ

ケ

ル

　

　

　

　

　

　

カ

ヲ

,
　

　

　

ぞ

　
ハ
ラ
カ
ラ
　

コ
ト

カ
・
コ
・
　

　

モ
　

ヲ
皐

　

イ
ゾ
　

　

　

　

争

ト

云

ヶ

ル
聞

二
鹿

兒

崎

ト

云

慶

雲
守

ノ

兄

弟

マ
タ

殊

入

是

彼

酒

ナ

ト

以

テ

追

來

テ

磯

三
下

テ

別

レ
難

事

ヲ

云

守

ノ

館

ノ

人

々

ノ

中

二
此

ノ
來

ル
人

々

ソ

心

ア

ル

ヤ

ウ

ユ

ハ
イ

ハ

レ

ホ

ノ

メ

ク

カ

ク

別

レ
難

ク

云

テ

彼

ノ

人

々
ノ

タ

チ

ァ

ミ

モ

・

ロ

モ

チ

ニ
テ

此

海

邊

マ

テ

ニ
ナ

ビ

イ

タ

セ

ル
哥

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ム
レ

　

　

惜

ト

思

フ
人

ヤ

ト

マ

ル

ト

足

鳬

ノ

ウ

チ

群

テ

コ
ソ

我

ハ
来

診
ケ

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

イ
ト
　
　
　
　
　
ノ
テ
じ　
　
　
　

コ
メ
ル

ト

云

テ

ア

リ

ケ

レ

ハ
日取
イ

タ

ク
一襲

行

人

ノ
詠
…

　

　

サ
ヲ
サ
セ
　
ソ
コ
　

モ
イ
シ
ラ
レ

ワ
タ
ジ
ミ

　

　

棹

刺

ト

底

ヒ

○

知

ヌ

海

ノ

深

キ

心

ヲ

…君

二
見

ル
哉

　

　

　

　

　

カ
ヂ
ト
ル
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
ナ
ン
　
　
シ
ホ

ト

云

フ
聞

二
楫

取

者

ノ

哀

レ

モ
知

ラ

テ

己

シ
酒

ヲ

ク

ラ

ヒ

ツ

レ

ハ
早

ク

去

ト

テ

潮

滿

ヌ
風

モ
吹
.ヌ

ヘ

　

　

　

　

イ
カ
チ
ト
リ
モ
ノ
・
ア
ハ
レ
モ

　

　

ゾ
ワ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ゥ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　ニ
ッ
カ
ワ
シ

シ

ト
騷

ハ
舟

二
乗

ナ

ン

ト

ス
此

ヲ

リ

ニ
ア

ル

人

々

ヲ

リ

フ

シ

二
村

テ

唐

詩

ト

モ
時

二
似

合

キ

ヲ

云

マ

　

　

　

　

ユ
　ン
ク
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
リ
ソ
ラ
ユ
ク
　
　
　タ
ロ
ヨ
ヒ

タ

ア

ル
人

西

國

ナ

レ

ト

甲

斐

寄

ナ

ト

云

カ

ク

ウ

タ

フ

鴫一
舟

屋

形

ノ

塵

モ

散

空

行

雲

モ

漂

ヌ

ト

ソ

云

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●
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ト
マ
リ
　
　
　
　
　ト
キ
サ
ネ
　
　
　
　ス
ェ
ヒ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヒ
ト
タ

才

ル
今

夜

浦

戸

二
泊

藤

原

ノ

言

責

橘

ノ

季

衡

コ
ト

人

々
追

來

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ワ
フ
　
　
　
　
　
ハ
ヤ
ク
　
カ
ミ
　
　
　
　ャ
マ
ク
チ
　
　チ
　
ミ
ネ
　
　ヨ
を
　ト
モ
　
　
　キ
　
　
　
　
　
　き

　

廿

八

日

浦

戸

ヨ

リ

コ
キ

出

テ

大

湊

ヲ

追

此

間

二
早

ノ
守

ノ

子

山

口

ノ

千

峯

酒

好

物

モ

テ

來

テ
舟

ニ

　

　

　

　

　

ノ
ミ
ク
フ

入

タ

リ

行

々
飲

食

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク
ス
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
チ

　

廿

九

日

大

湊

二
泊

レ

リ

醫

士

ブ

リ

ハ

ヘ
テ

屠

蘇

白

散

酒

加

ヘ
テ

以

来

タ

リ

志

ア

ル

ニ
似

タ

リ

　

　

　

　

　

シ
ト
マ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　マ

　

元

日

ナ

ヲ

同

泊

ナ

リ

白

散

ヲ

ア

ル
春

夜

ノ
闇

ト

テ
舟

屋

形

ニ
サ

シ
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渡
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々
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ロ

ク

北
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飛
鳥

川
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ア
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ハ
淵

瀬
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ヶ

リ

ト
云
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ヲ
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タ
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川
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又
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ア
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シ

ヨ
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二
物

モ
云

セ

ス
最

ハ
ツ

ラ

ク

見

ユ

レ

ト

士
心
八

七

ン

ト

ス

サ

テ
池

メ

イ

テ

ク

ボ

マ

リ

水

ツ

ケ

ル
處

ア

リ

遯

二
」松

モ

ア

リ

キ

五

年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
タ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヒ
　
　
　
　
　
マ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ア
レ

六

年

ノ

内

二
千

年

や
過

テ
ケ

ン
荒

技

ハ

ナ

ク

ナ

リ

ニ
ケ

リ

今

生

汐

ル

ソ
雜

レ

ル
大

形

ノ

皆

荒

ユ
タ

レ

　

ア
ハ
レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ

バ
哀

ト

ソ

人

々

云

フ
思

ヒ
萬

ヌ
事

ナ

ク

思

ヒ

戀

シ

キ

カ

内

二
此

家

ニ

テ
生

レ

シ
女

児

ノ

諸

共

二
歸

ラ



　

ぎ1口」 目　 佐 　　土111

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

コ　
夕
方
リ

ネ

ハ
ィ

カ

、
バ
カ

ナ

シ
キ
舟

人

モ
皆

子
抱

テ

ノ

・
シ

ル
カ

・
ル
内

ニ
ナ
ヲ
悲

二
堪

ス

シ
テ
竊
三

心
知

　

　

　
　

イ

レ

ル
人

ト
云

ヘ
リ

ケ

ル
哥

　

　

生

レ

シ

モ
露

ラ

ヌ

モ
ノ

ヲ
我
宿

二
小

松

ノ

ア

ル

ヲ
見

ル
カ
悲

シ
サ

峯

ソ
云

ヘ
ル
ナ

ヲ
ア

カ

ス
ヤ
ア

ラ

ン

マ
タ

ナ

シ

　

　
見

シ
人

ノ
松

ノ

千
年

二
見

マ

シ
カ

バ
遠

ク
悲

キ
別

セ

マ

シ
ヤ

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

ヤ
リ

忘

難

ク

ロ
惜

キ
喜

多

カ

レ
ト

エ
霊

サ

ス
ト

マ
レ
カ

ク
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軍
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寶
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密
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明
應
壬
子
仲
秋
候

亜
　
槐

藤

臣

判

延
長
八
年
膿
夫

の
國
に
く
た
り
て
肇

石
亀

京
に
の
ほ
り
て
左
太
臣
殿
白
河
臀

お
は
し
ま
す

　
　
　
　
直参

御
と
も
に
ま
ふ
て
た
る
嵜
、つ
か
ふ
ま
つ
れ
と
あ
れ
は
よ
め
る

　
　
百
草
の
花
の
か
け
ま
て
移
し
つ
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔
も
か
は
ら
ぬ
白
河
の
水

溶
貫
之
集
第
六
卷
に
あ
り
此
間
六
年
也
彼
日
記
は
此
時
に
あ
ら
さ
る
歟
と
見
ゆ

　
右
妙
壽
院
以
自
筆
本

一
字
不
連
衆
匈
切
假
名

一
字
不
達
書
寫
畢
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日 目 臼

第 發 印
八
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發
行 行 棚

土

佐

日

記
　

★

定

價

ご

十

錢

測 磯

磁1

ぬ

・
.暢
.
茅

草

ン

p

鳩㌦

鯉
　

　

ダ

診

校

訂

者

発

行

者

印

麟

嚢

池浮

田 だ

き

寅
京
市
紳
沼
斷
一
ツ
橋
二
丁
冒
三
番
地

　

岩

　

　
波

　

　
茂

寅
京
市
榊
田
職
錦
町
三
丁
圏
十
一番
地

　

白

　

井

　

赫

　

大

鑑鴛雄郎

剛 節　煎辷　興

發

行

所

策
　
京
　
市
　
騨
　
田
　
髏

一
ツ
櫺
=
一
丁
欝

葺
番
地

μr
芳…ぎ

波

　

　書

　

　店

蝿羈
鍮
讚
仰
監
旛

振
…營
口
座
東
京
二
六

一一
圏
0
番

小
店
出
版

物
申
、
蔑

一
木
完
全
な
晶

(落

丁

。
亂

下
等
)
が
あ
り
ま
し
大
節
は
、
御
手
數
乍
ら
洩

れ
な
ぐ

御
申
出
下

さ
る
聯
な
御
願
ひ
致
し
ま
す
。
旗
と

へ
御
溝
明
後

で
あ
り
ま
し
て
も
属+
速

お
取
替
致

し
ま
す
。
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卍
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　　λ

鑞

讀

書
　
子
　
に
　
寄

す

にa蒼

波

茂

雄

!

岩

波

交

瞳

發

司

に

際

し

て

　
薦
理
ぱ
萬
人
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
尨
自
ら
欲
し
、
藝
術
ぱ
萬
人
鶴
よ

つ
て
彊

さ
氈

る
こ
と
を
自
ら
望
む

.
醫

て
ば
民
を
愚
昧

な
ら

し

め
る
弛
め
に
墨
褻

が
最
嬉
狹
き
堂
宇
に
閉
鑢
さ
れ
た

ζ
と
が
あ
っ
弛
.
今

や
知
識
と
美

と
を
特
纈
階
級

の
獨
占
よ
り
奪

ひ
返
す

こ
と
は
つ
ぬ
に

選
取
的
な
る
民
衆

の
勧
賞

な
る
要
求
で
あ
る
。
岩
波
文
庫
ぱ

此
要
求
に
懸
じ
そ
れ
に
…勵
ま
さ
れ

で
生
ま
れ
弛
。
そ
れ
は
生
禽
あ

る
不
朽
の
書

な

少
數

潜
の
書
「齋
と
研
究
室
と
よ
わ
解
放

し
て
街
頭
に
隈

な
く
立
弛

し
め
昆
.衆

に
伍
せ

し
め
る
で
あ
ら
う
窃
近
時
大
量
生
産
豫
約
出
版
の
流
行
な

見
る
。
そ

の
廣
告
宣
傳

の
狂
態
撞
姑
く
措
く
も
後
代
に
賭
す
と
誇
稱
す

る
全
集
が
其
編
輯
に
萬
全

の
用
意
を
な

し
拠
る
か
。
千
古

の
典
籍

の
飜

霹
A
藩
圃
に
敬
」虔
の
態
度
を
缺

か
ぜ
獄9
し
か
。
翼
に
分
曹
「を
許
さ
す
鑑
岨
餐
を
蟇
…縛
し
て
數
　十
…泄
を
強
3
1
る
が
如
き
、
果

し
て
其
場
…言
す
る
袖熱
藝
解
…

放

の
所
以
な
サ

や
。
吾

人
は
天
下
の
名
士
の
聲
に
和

し
て
之
尨
推
舉
す

る
に
躍
躇
す
る
竜
の
で
あ
る
。
こ
の
秋
に
あ
牝
っ
て
岩
波
書
店
は
自
己

の
書
舗
務
の
兪
勤黶
大
な
る
楚
思
ひ
、
從
來
の
方
針

の
徹
属
∵
を
期
潤す
る
れ
め
既
に
十
働
墜
年
以
繭朗
よ
り
志

し
て
來
他
計
靈
を
愼
重
審
議

こ
の
際
噺
然
實
㎝

行
ず
る
こ
と
に

し
弛
。
吾
人
は
範

を
か
の
レ
ク
ラ

ム
文
庫

に
と
り
.
古
今

東
西
に
亙
っ
て
夊
藝
哲
墨
沚
會
科
墨
自

然
科
墨
等
種
類

の
如
何
な
問

ば
季
、
筍
竜
萬
人
の
必
讃
す
べ
き
虞
に
古
典
的
僵
値
あ
る
書
を
極
め
て
簡
易
な

る
形
式
に
於

て
逐
次
刊
行
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
須
要
な
る
生

溏
向
上
の
資
料
、
生
活
批
判

の
原
理
を
提
供

せ
ん
と
欲
す
る
。
こ
の
文
庫
は
豫
約
出
版
の
方
法
を
排
し
知
る
が
故
に
、
讀
嵩
は
自
己
の
欲
す

る

蒔

に
首
邑
の
欲
す

る
書

物
を
各
綱

に
自
門由
に
邏
撰
す

る
こ
と
が
出
冖來

る
。
携
帯

に
便
に

し
て
價
格

の
低
き
・を
叢
生
と
す
る
が
故

に
、
殊
勲
概
を
舗
嚠

み
ぜ
る
竜
内
容
に
至
っ
て
は
炭
選
最
感
力
な
盡

し
從
來

の
岩
波
出
版
物

の
特
色
を
盒
發
撮
せ
し
め
よ
う
と
す

る
。
こ
の
計
露
薫
る
や
世
間

の

叫

蒔
の
投
機
的
な

る
竜
の
と
異
り
、
永
遞

の
事
業
と
し
て
箸
入
は
微
力
を
傾
倒

し
あ
ら
ゆ
る
戀
牲
を
忍
ん
で
今
後
永
久

に
纏
績
發

展
せ
し
め
、
嬉

つ
℃
夊
康

の
伸
ハ命
か
熹遺
憾
…な
く
果
さ
し
め
る
こ
と
を
期
す

る
。
魏
…術
を
愛
し
知
識
を
求
む
る
士

の
自
ら
進

ん
で
跳
舉
に
參
加

し
、
希
黎
と
忠
言

と
旋
害
せ
ら
れ
る
こ
と
ば
善
人

の
熱
望
す

る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
盤
質
上
郷
濟

的
に
は
最
尾
図
雑

多
窒
此
康
業
に
嗽

て
當
ら
ん
と
す

る
吾
人

の
志
を
諒
と
し
て
甘
猟達
成

の
弛
め
世
の
叢
眼
書
冖子
と

の
ち
る
は
し
嚢
垂
ハ
詞
を
期
待
す
る
。
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二
　
球
　
七
　
茜



〆

鯖

へ

岩
波
文
庫
最
新

筋
書

　

　

既
刊
九
七
〇
研

(昭
和
十
』
年
五
月
)

臼

鑢

進

呈

「
解
讖
附
属
録
し
及
び

「
分
類

鴫
覽
表
」

が
あ
り
ま
す
。
御
申
越

頂
け
ば
早
速
お
難

り
申
上
げ
ま
す
。

チ

ェ
ー

ホ
フ

一
算
櫛物

ツ金
集

米

川

正

夫

譯

☆
粛

文
化
科
學
と
自
然
科
學

伽
.膨
黼謙

講

★
★

天
草
本

伊

兪
隣
保

物

瓢
鮹

薪

村

出

翻
字

寅

牛

肉

と

馬

鈴

薯

他
三
篇

國
木
田
獨
歩
作

☆

古
代
希
臘
文
學
總
説

"
暇
正
ボ

藷

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
悲
劇

下

歸

ッ御
詠

講

西

國

の

伊

達

男

齢
本ン
修
ノ

灘

サ

ン

フ(宀誕

勤

評

澣
ク
鰰
ル
巽

海
　

國
　

兵

義
　
　
　
　
經
　
　
　
　
記
　
島
津
久
基
校
訂

日
　
本

　
外

　
史

◎
灘

働

覇
講

☆
☆

脅
★

★★
★

⇒ 記 談

瀬 島 村林
　 津 岡
こ山 久 典子

　 i基 嗣・陽　 絞 技

躇 訂 訂述

★ 　　☆ 　　★

★ 　　★卩　 ★
　 ★

黒

い

眼

と

茶

色

の

目

徳

冨
健

次
郎
作

萎

エ

マ

ス

ン
論

文

集

丑

戸

川

秋

骨

譯

;

　

細
慮
・
勇
壯

・
大
靈

他
四
篇

緑
冖
の

ハ

イ

ン

リ

ヒ

◎

緲

臨
フ
武
副

講

☆
.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

O

人
　

形

灘

花

月

金

色

夜

虚

榮

の

市

◎

わ

が

心

の
　

記

サ

ン

　
フ
ァ

ミ

ー

ユ

　

　
　

　
　
(家
な
き
兒
)
下

モ

ン

テ

ー

ニ

ュ

論

鑑
　
　
　
　
"早

附

春
風
・陰
隲

　
　
　
　
諺

鑑

誹
★

の
　

家

草

紙

獗

定
鑽
校
訂

☆
★

叉

上
卷

尾

崎

紅

葉

作

☆
★
★

魏中 渡ジ 漆工

塞議登イ田茎

瀦 ぜ 覊
註著 譯著 譯口

器 ヂ 三 サ

岳フ 宅 ツ

しり 幾 力
。1　三三つ
ズ 郎 レ

譯 著 譯作

☆　　　★　　　★　　　 ★　　　★
　 　 　 　 　 ★　　　　　　　　★

　 　 　 　 　 　 　 　 L　噌　　一一剛ヒ　P　 　 　 　 　 　 　　　　　　.尸　　　門P　r　 　 　 　 　 　 }　僧　　丁　「　 　 　 　 蘭一}w　ゴ　噌　　■　 　 　 i　「　　四　　1　呪　　厄　7　n　叩　　}　、　　　 　 智㌦　　艦}旺厂　 "山風り甲嬲r　粍}　　呪

★LL
　
　

～

☆

☆
一

一



夢

灘 大 筑

耳 尉 師

の

　　 の　む袋

壱 娘(下)

尾躑 融プ 富 ジ 井オ　　 　　 　　 ま

聡ll籌
訂 誹 議 誹

套　 套　 さ　 婁
　　 　　 　　★　　　　★

闇
櫻
・う
も
れ
木

整
焉

樋
口

奇

妙

な

幕

間

狂

言

財
整

葉

作

目　 本

本　朝

　　 廿外

史　四

ボ
ヴ

ァ
リ

ー
夫

人

ボ
ヴ

ァ
リ

ー
夫

人

(三)孝 霧 壱

穀類　守近 勝フ 研フ

鰰 黷 黙 黙
一蕩 寢二 彦↓ 蔭

、1
譴蓍　　訂作　譴作:譯 撃

放
一の

臼

の

モ
ー

ツ

ァ

ル
ト

南
總
里
見

八
犬

號
外

・
少
年

の

海

へ
騎
り
ゆ
く

他人 他ヨ蟄　傳
　 　　　　　　　　　ぬ
　 　　　　　　　ノヘビ　しも

篇々　　驚異 　(六)

石メ　山シ　 國　 小曲

雛 ン 畜 鑿驀
妙 工グ 饗 醫
譯作 譯作 作 訂作

貢 ☆ ★ ★ ★ ★ ★ ★

　 　 ☆　　　　　　　　★　　　☆
★

宮

人 正 敍ζ道藝 小 歌鳶 常

法 事;黼 集翫

宮フ　衞道

崎 イ 藤元

洋ヒ　帥皹　　 應

三テ 校廓

譯著 註著

鳥

の

巛果

鈴

木
三
重

吉
作

★
★
★

縫

慰

挑
酵

.世
、餮

,籥

★
★
臨

ノ
ン
諮
カ

レ

ワ

ラ

上

森

本

覺

丹

譯

真

柱

園

　　 ハ ブ　　リハ
　　 　 ル　　ツン　　 ノレ
　　 　　ツ　　クス

　　　トク　　_　　 期伊 音

紀 谿 樂

談

中
卷
,
鑼
鍵
詳
測
講

一　

枝

　
正
・宗

敦
夫
校
訂

婁　 ;

べ

董

ノレ

　　　　　　 キ
　 　 　 　 　 　コ

化文　　　短ン

蠹 舞讐
藤村

田松　恒

健_

治郎
譯

★

★
★

田

村

寛

貞

譯

★
★

お

氣

に

召

す

ま

ま

魏プ　阿シ

西↓軈

清夛 二夢
諤作、譯作

★ ★
★

曜

離

耳

袋

下
巻

鼬
嬲

嬲
校
訂

か

く

れ

ん

ぼ

他
二
篇

齋

藤

緑

雨
作

★ ★
★

㌻

'円噂

動

機

㌦尋1

ノ

、 槽騨



物

躍

・鞍

臥
鰯ll

、

一

'暫

」

黶

亀・、Lゴ_謬

義
・丶 　 　 . .、

'　 、

　 　 、
　 難き

.ハ 、、网"ゴ'

・盗1・ 鴇;を 駕

　 冨'

釀《鐸溜




